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新
年
度
も
始
ま
り
、
街
中
に
小

さ
な
体
で
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
う
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
を
見
か
け

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
か
わ

い
ら
し
い
笑
顔
や
元
気
な
声
が
聞
こ

え
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
北
谷
町
議
会
は
、
第
４
５
９
回
３

月
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
３
月
27

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
１

４
０
億
余
の
予
算
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
施
政

方
針
が
示
さ
れ
、
議
員
共
々
、
誰

も
が
住
み
よ
い
・
住
み
た
く
な
る
街

づ
く
り
へ
と
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
第
10
代
議
員

に
お
い
て
過
去
最
高
の
16
人
が
一
般

質
問
に
登
壇
し
、
北
谷
町
に
お
け
る

諸
問
題
の
解
決
や
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
提
言
等
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
と
し
て
編
集
に
関
わ

り
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
施
策

や
議
会
の
取
組
み
等
を
し
っ
か
り
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
興
味
を

持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
改
め
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
、
そ
し
て
議
会
へ
の
傍
聴
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
　
高
安

　克
成

各
人
に
マ
イ
ク
を
つ
け
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
一
般
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
走
る
と
、

老
人
セ
ン
タ
ー
や
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
の
が
と
て

も
便
利
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
病
院
へ
行
く
の
も
大
変

助
か
り
ま
す
。と
て
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
傍
聴
し
て
み
て
初
め
て
、公
民
館
の
テ
レ
ビ
で
の
中

継
よ
り
は
る
か
に
、議
員
と
行
政
と
の
や
り
取
り
の
状

況
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
定
例
議
会
は
年
に
何
回
あ
り
ま
す
か
。（
年
４
回
で

す
。）是
非
ま
た
傍
聴
し
た
い
で
す
ね
。個
人
で
は
行
き

に
く
い
の
で
、団
体
で
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

●
行
政
や
議
会
に
臨
む
こ
と
は

　
は
な
ず
み
会
＝
環
境
の
整
備
で
す
ね
。宇
地
原
区

は
樹
木
が
多
く
公
民
館
か
ら
ホ
ー
ス
井
戸（
ガ
ー
）の

間
は
ハ
ブ
が
よ
く
出
る
し
、最
近
、野
犬
や
不
審
者
も

い
て
大
変
で
す
。暗
い
所
に
は
街
灯
が
欲
し
い
で
す
。ご

み
の
不
法
投
棄
も
あ
り
ま
す
。区
長
に
看
板
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
方
か
ら
町
民
に
声
掛
け
す
る
の
は
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。。

●
議
会
広
報
へ
の
要
望
は

　
は
な
ず
み
会
＝
広
報
は
よ
く
読
み
ま
す
よ
。特
に

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、文
字
が
小
さ
い
の
は
読
み
づ

ら
い
で
す
ね
。

　
自
治
会
長
＝
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、好
評
で
し

た
。ま
た
企
画
し
た
い
で
す
。

　「
は
な
ず
み
会
」の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
他
行
政
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
議
会
傍
聴
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
議
会
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

　
自
治
会
長
＝
初
め
て
の
傍
聴
に
行
く
企
画
で
、呼

び
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
議
会
を
傍
聴
し
た
感
想
は

　
は
な
ず
み
会
＝
傍
聴
は
初
め
て
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
よ
。実
際
に
傍
聴
し
て
感
動
し
ま
し
た
。

　
真
剣
に
討
論
さ
れ
て
、議
会
広
報
で
読
む
議
事
録

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
が
普
段
は
何
を
し
て
い
る
の
か
疑

問
も
あ
り
ま
し
た
が
、傍
聴
し
て
議
員
の
皆
さ
ん
大

変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。ほ
ん
と
に
、多
く
の
こ
と
を

勉
強
し
て
臨
ん
で
い
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。傍
聴

し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。現
場（
議
場
）は

凄
い
と
思
い
ま
し
た
よ
。

（
皆
さ
ん「
同
じ
で
す
。」と
口
々
に
答
え
て
い
ま
し

た
。）

　
途
中
、聞
こ
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

平成29年度6月定例会議に傍聴へ行こう!!

本会議を行う議場では、手話通訳を
御利用になれます。
●手話通訳は、傍聴予定日の7日前までに
　議会事務局へお申込み下さい。
　詳細は北谷町ホームページ検索サイトで!!
　HPアドレス：http://www.chatan.jp/chogikai/

平成29年6月13日（火）開催予定

北谷町議会 検索

北谷町HP

北谷町議会

インターネットで町議会を知ろう!!
議会の日程についても
ホームページで
お知らせしております。

今
回
、宇
地
原
区
琉
舞
サ
ー
ク
ル「
は
な
ず
み
会
」の

皆
さ
ん
に
議
会
傍
聴
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

小渡光子、伊波清子、上間ヨシエ、仲村亨、
宮城常子、宮城フミ子、大城和子、渡嘉敷節子、
比嘉米子の皆さん（左から）

北
谷

町

87
2
0
1
7
年

3
月
定
例
会

N
o.

あ
な
た
も
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

読者からの

声

編

記

後

集

お意見・ご感想又は、お問い合わせ

議会事務局　　（098）936-3382　　　（098）936-9712

　
　
未
来
っ
子
!!

元
気
に
泳
げ

北
谷
町
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
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予
算
編
成

　
平
成
29
年
３
月
定
例
議
会
で
は
、町
民
福
祉
の
向
上
、教
育

還
境
の
充
実
、地
域
経
済
の
活
性
化
、公
共
施
設
の
整
備
推
進

に
重
点
を
置
い
た
予
算
が
可
決
さ
れ
、新
た
な
事
業
と
し
て
、

北
谷
公
園
野
球
場
ブ
ル
ペ
ン
整
備
事
業
、サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー

チ
改
良
事
業
、浜
川
小
学
校
遊
具
整
備
事
業
。

増
加（
対
前
年
度
比
）

◎
町
税（
７
千
２
０
２
万
９
千
円
）

新
築
家
屋
の
増
、及
び
入
湯
税
。

◎
国
庫
資
支
出
金（
６
千
１
８
６
万
６
千
円
）

認
可
保
育
所
へ
の
支
弁
費
に
充
当
す
る
私
立
保
育
所
委

託
費
国
庫
負
担
金
。

◎
沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付
金（
１
億
５
千
８
４
７
万

２
千
円
）

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
事
業
、北
谷
第
二
幼
稚
園
園

舎
改
築
事
業
交
付
金
、都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策

支
援
事
業
交
付
金
と
な
っ
て
い
る
。

◎
基
金
繰
入
金（
４
億
３
千
２
１
７
万
５
千
円
）

道
路
用
地
等
購
入
費
及
び
事
業
実
施
に
伴
う
物
件
補
償

費
へ
充
当
す
る
普
通
財
産
処
分
金
運
用
基
金
繰
入
金
、

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
事
業
に
充
当
す
る
キ
ャ
ン
プ

桑
江
北
側
返
還
跡
地
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰
入
金
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
充
当
す
る
浜
川
漁
港

多
目
的
利
用
施
設
整
備
地
区
開
発
基
金
繰
入
金
、特
定

駐
留
軍
用
地
内
土
地
取
得
事
業
基
金
繰
入
金
の
繰
入
を

計
上
し
て
い
る
。

減
少（
対
前
年
度
比
）

◎
普
通
交
付
税
　（
９
千
５
７
４
万
８
千
円
）

基
準
財
政
需
要
額
に
若
干
の
伸
び
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

基
準
財
政
収
入
額
の
伸
び
が
需
要
額
の
伸
び
を
上
回
っ

た
こ
と
、及
び
国
の
財
源
不
足
に
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債

へ
の
振
替
額
が
前
年
度
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

◎
教
育
費
国
庫
補
助
金（
８
億
３
千
１
１
１
万
９
千
円
）

北
谷
第
二
小
学
校
改
築
事
業
及
び
同
併
行
防
音
事
業
が

平
成
28
年
度
で
完
了
し
た
。

増
加（
対
前
年
度
比
）の
要
因

◎
民
生
費

○
社
会
福
祉
費（
１
億
２
千
２
１
万
２
千
円
）

簡
素
な
給
付
措
置
の
延
長
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業
、年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
、国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
。

○
保
育
所
費（
１
億
２
千
９
９
５
万
６
千
円
﹈

認
可
保
育
園
の
新
規
設
置
に
伴
う
認
可
保
育
園
支
弁
費
。

◎
建
設
総
務
費

○
道
路
新
設
改
良
費
　（
７
千
８
１
６
万
５
千
円
）

美
浜
無
電
柱
化
整
備
事
業
、桑
江
17
号
線
新
設
事
業
、宮

城
１
号
線
改
良
工
事
、上
勢
頭
55
号
線
改
良
事
業
、宇
久

殿
中
央
線
改
良
事
業
、防
災
拠
点
整
備
事
業
。

減
少(

対
前
年
度
比)

◎
都
市
計
画
費
　（
１
億
３
１
０
万
７
千
円
）

○
公
園
費

町
営
プ
ー
ル
改
良
工
事
事
業
完
了
に
伴
う
。

◎
教
育
費

〇
小
学
校
費（
14
億
９
２
１
万
円
）

北
谷
第
二
小
学
校
改
築
事
業
と
北
谷
第
二
小
学
校
併
行

防
音
事
業
完
了
に
伴
う
減
。

〇
文
化
費（
８
千
２
１
７
万
２
千
円
）

町
立
博
物
館
整
備
事
業
、伊
礼
原
遺
跡
保
存
整
備
事
業
。

我が町の家計簿 平成29年度一般会計予算

（対前年比9億2,000万円減）（一括交付金含む）
142億9,000万 円のまちづくり

歳
入
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
予
算
増
減
の
ポ
イ
ン
ト

用語解説
●自主財源
町が自主的に収納することがで
きる財源で財産収入・町税など。
●依存財源
国や県から割りあてられる補助
金や交付金。
●町税
町民税や国定資産税、軽自動車
税、入湯税、たばこ税など。
●地方交付税
一定水準の行政を維持するため
に必要な額を補償する財源で、国
が交付する。
●国庫、県支出金
事業などの特定目的の財源とし
て国、県から交付される。
●国有提供施設等所在市町村助
　成交付金
国有資産・施設等が所在する市
町村に固定資産税の代替え財源
として交付されるもので、一般に

「基地交付金」と言われている。
●施設等所在市町村調整交付金
米軍資産、施設が所属する市町
村の財政補給的な性格の交付
金。
●公債費
借入金の返済をするお金。

町税
48億4,772万8千円

（33.9％）

自主財源　74億332万5千円　（51.8％）
依存財源　68億8,667万5千円（48.2％）

依存財源
（48.2％）

自主財源
（51.8％）合計

142億9,000万円
合計

142億9,000万円

分担金及び負担金
1億4,803万2千円

（1.0％）

財産収入
3億4,624万1千円

（2.4％）

諸収入
1億6,624万1千円

（1.2％）

繰入金
15億3,315万8千円

（10.7％）

繰越金　1億円（0.7％）
使用料及び手数料
2億6,192万5千円（1.8％）

地方交付税
12億1,605万8千円

（8.5％）国有提供施設等所在
市町村助成交付金
2億5,496万4千円

（1.8％）

施設等所在市町村
調整交付金
5億3,854万8千円

（3.8％）

県支出金
14億8,921万3千円

（10.4％）

地方消費税交付金
4億3,293万7千円

（3.0％）

町債
6億2,450万7千円

（4.4％）

寄附金 3千円
配当割交付金 823万円
利子割交付金 291万1千円
交通安全対策特別交付金 572万1千円
地方譲与税 5,555万5千円
地方特別交付金 838万7千円
株式等譲渡所得割交付金 876万5千円
自動車取得税交付金 1,141万円
                                          （0.8%）

総務費
20億5,826万5千円

（14.4％）

民生費
49億2,894万2千円

（34.5％）

衛生費
8億9,626万5千円

（6.3％）
予備費6,000万円

（0.4％）

農林水産業費
7億2,712万7千円（5.1％）

商工費
1億8,833万2千円

（1.3％）

土木費
15億6,230万6千円

（10.9％）

諸支出費
5億4,280万5千円

（3.8％） 教育費
19億1,375万8千円

（13.4％）

災害復旧費 1万4千円（0.0％）

公債費 7億9,858万7千円（5.6％）

消防費 4億3,468万8千円（3.0％）

労働費 2,252万9千円（0.2％）

議会費
1億5,638万2千円（1.1％）

義務的経費　約56億円 （39.2％）
投資的経費　約24億7千万円（17.3％）
その他経費　約62億2千万円（43.5％）

国庫支出金
22億2,946万6千円

（15.6％）

歳入歳出

内訳 金額 構成比

内訳 金額 構成比
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平成２９年度　特別会計・公営企業会計予算健康で活きいきと活躍できる
活力に満ちたまち！

― 特に力を入れる施策 ―

●平和の尊さを広め、平和で
安らぎのあるまちづくりを

推進。「広島・長崎平和学習
派遣事業」や「戦争と平

和についての講話会」の実施
。

●平和ガイドの育成、戦跡等
の調査・保存に努める。

●日米の両政府関係機関に
対し、嘉手納飛行場周辺

住民等の負担軽減及び嘉手
納基地使用協定の締

結を求めるとともに、住宅防
音工事制度の拡充を要

請する。
●「北谷町男女共同参画推

進条例」及び「第二次男女

共同参画推進計画（改訂版
）」に基づき行政と町民、

事業者等が一体となって協
働して取組む環境整備

を進める。

●西海岸一帯の資源を活かした、「世界水準の都市型オーシャンフロント・リゾート地」の形成に向けインフラ整備等を推進し、更なる活性化を図る。●北谷町観光情報センターを発信拠点とした観光サービスの展開と観光プロモーションの推進。●町民が安全で安心な生活が送れるよう消費生活相談室の継続設置。
●ハローワーク等、関係機関と連携した就業支援。「ゆいワーク」等と連携し勤労者の福祉向上と高齢者の雇用促進に努める。
●フィッシャリーナ整備事業を推進し、観光漁業を含めた漁業経営の多角化を図る。
●町民農園を活用した生きがいづくり。
●駐留軍用地の返還と跡地医療の推進。

●北谷城等の国史跡指定の取組み推進。色々な絆で
支え合い誰もが活きいきと住み続けられるまち

●「北谷町子ども・子育て支援事業計画」の推進。
●乳幼児健診の受診率向上に取組む。
●「子ども医療助成事業」は、平成30年度の現物給付
方式導入に向けて必要な整備を進める。

●公的施設を活用した放課後児童クラブの実施。
●「ちーたん塾」の対象を就学援助世帯からひとり親
世帯にも拡げる。

●乳がん検診、子宮頸がん検診の無料化。胃がん、肺
がん、大腸がん検診については個別検診を導入す
るなど特定健診及びがん検診の受診率向上に取
組む。

●町民及び地域における障がいへの理解を深め、共
生社会の理念普及に努める。

●廃棄物の減量化、再利用化、再生利用及びクリーン

エネルギーの活用に取組む。

●町ホームページを効果的に活用し広報誌や広報無
線等の充実を図り町民と行政の情報共有を推進。

●経常経費削減と事務の効率化等を図るため、関係
市町村と連携し広域行政の推進。

●限られた財源を効率的、効果的に活用。

●住居表示整備事業の推進。●地域特性を活かした景観形成の推進。●コミュニティーバス導入事業の推進。●「橋梁長寿命化計画」、「下水道長寿命化計画」事業の推進。
●白比川改修事業、北前地区護岸改修は、県や関係機関と連携して取組む。
●防災アドバイザーを配置し自主防災組織の育成支援。大規模災害時における避難場所等防災拠点整備の推進。
●防犯リーダーの育成、防犯活動の推進。●地域の防犯組織設立＆活動支援で安全で安心して暮らせる環境づくりに取組む。●町民の生命と財産を守り、住みよいまちづくりのため交通安全運動の推進。

●幼稚園、小中学校において「学びのプロ
ジェクト」を

実施する。
●学習支援体制として、学力向上学習支

援員、放課後

学習支援員の派遣。

●国際性豊かな人材育成のためテレビ
会議による

オースラリアとの学校間交流、「英国派遣
交流事業」

等、諸施策を実施する。

●各関係機関と連携して青少年の健全育
成を強化す

る。
●桑江総合運動場の全面改修など体育施

設の環境整

備の充実を図る。
●国指定史跡伊礼原遺跡や町立博物館の

整備を推進

する。
●学校給食センターの建替え事業推進。

国民健康保険特別会計
47億894万2千円（前年比　1億300万6千円　約2.2％増）
主な歳入 国民健康保険税 7億7,981万5千円 国庫支出金 14億920万5千円

 共同事業交付金 13億9,471万1千円 一般会計繰入金 6億8,299万3千円 

主な歳出 保険給付費 23億7,943万6千円

 共同事業繰出金 13億6,937万5千円 

 後期高齢者支援金等 5億6,797万1千円

後期高齢者医療特別会計
3億3,326万円　（前年比　1,315万8千円　約4％増）
主な歳入 後期高齢者医療保険 2億6,844万8千円

 一般会計繰入金 6,421万3千円 

主な歳出 後期高齢者医療広域連合納付金 3億1,241万4千円 

 （75歳以上の医療費等に使われる。）

水道事業会計
9億8,368万9千円（前年比　219万6千円　約0.2%増）
収入内訳 収益的収入 9億5,953万６千円　　資本的収入　2,415万3千円

主な収入 水道使用料 6億5,421万2千円（給水戸数 1万2,049戸）

 基地給水料 2億179万2千円（嘉手納・キャンプ瑞慶覧）

支出内訳 収益的支出 8億6,857万3千円　　資本的支出　1億4,521万2千円

主な支出 受水費 4億9,015万1千円（沖縄県企業局から購入）

下水道事業会計
11億9,342万5千円（公営企業化により対前年度比が不可）
収入内訳 収益的収入 7億7,158万6千円　　資本的収入　4億2,183万9千円

主な収入 下水道使用料 4億5,240万1千円　

支出内訳 収益的支出 7億4,829万6千円　　資本的支出　5億8,264万9千円

主な支出 流域下水道維持管理負担金　3億2,145万2千円

平和の心を育み、個性が輝くまち夢が生まれ活気あふれる元気なまち

色々な絆で支え合い誰もが
活きいきと住み続けられるまち

協働のまちづくりと行財政運営

自然とともに生きるまち

誰もが住みたくなる快適で安全・安心なまち

豊かな心と夢あふれる
教育・文化・スポーツのまち
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事業箇所平成28・29年度
①北谷第二幼稚園園舎改築工事
事業期間：平成25年度～平成29年度
Ｈ25年度：2,415万円（基本設計）
H28年度：2,217万9千円（実施設計）
H29年度：園舎改築工事（予定）

⑩美浜地区無電柱化整備事業
全体事業年度：平成25年度～平成33年度
 平成25,26年度：実施設計
 平成26年度～平成33年度：電線共同溝整備工事
全 体 事 業 費：6億8,200万円
 平成28年度：8,700万円（うち交付金額 4,350万円）
 平成29年度：7,700万円（うち交付金額 ,3850万円）

⑪サンセットビーチ改良事業
平成27年度：（基本計画策定業務）987万円
平成28年度：（基本設計業務）3,000万円
平成29年度：実施設計業務（予定）

⑬北谷公園野球場ブルペン
　整備事業
平成28年度：1,013万1千円
　　　　　　（地質調査・設計業務）
平成29年度：ブルペン新設工事

⑫町営プール改良事業
平成26年度：（基本設計）365万4千円
平成27年度：（実施設計）1,380万3千円
平成28年度：（工　　事）2億4,169万8千円

⑭白比川線改修事業
平成28度事業費：1,225万8千円
平成29年度事業費：県と設計・施行協議
平成30年度以降：県の護岸工事の進捗を
　　　　　　　　勘案し施行予定

⑮北谷城保存整備事業
　（補助率80%）
平成28年度：2,172万1千円
平成29年度：2,830万3千円）

⑯特定駐留軍用地内土地取得備事業
28年度事業費：6億5,500万円
29年度事業費：1億万円

⑰地域支援事業
　（地域包括支援センター関連）
29年度事業費：1億337万8千円

⑱証明書等コンビニ交付事業
29年度事業費：4,117万1千円
交付対象証明書
　「住民票、印鑑登録証明書、課税証明書、
　所得証明書、戸籍証明書、戸籍の附票」

⑲北谷第二小学校改築事業
事業期間：平成25年度～平成28年度
北谷第二小学校改築工事～北谷第二小学校
併行防音事業
総額（23億6,003万3千円）

②桑江総合運動場改築事業
平成28年度：実施設計業務委託
　　　　　　（698万7千円）
平成29年度：運動場改修工事等
　　　　　　（7,140万4千円）

③町立博物館整備事業
　（一括交付金充当事業）
平成28年度：事業費（7,439千円）
平成29年度：事業費（8,336万3千円）
平成28年度繰越分（7,948万8千円）
平成29年度現年度分（387万5千円）④伊礼原遺跡保存整備事業

　（補助率70％）
平成28年度：事業費（6,389万円）
平成29年度：事業費（3,047千円）

⑤桑江伊平土地区画整理事業
総 　 事 　 業 　 費：66億円（補助率90％） 
平成28年度繰越明許：事業費（9,717万4千円）
                          [予算額：9,954万8千円]
平成28年度（現年）：事業費（3億8,355万8千円）
                          [予算額：5億2,760万0千円]
平成29年度事業費：2億835万9千円

⑥農業振興対策事業（町民農園整備）
事 業 計 画：平成24年度～平成28年度 128区画
 平成28年度までの整備工事費（4,944万1千円）
 平成29年度（区画増設工事）20～30区画
整備工事費：882万3千円

⑦浜川小屋外運動場改良事業
事 業 期 間：平成28年度～平成29年度
平成28年度：604万8千円（実施設計）
平成29年度：4,279万円（整備工事） ⑧西海岸歩行者ネットワーク整備事業

事 業 計 画 年 度：平成21年度～30年度
全  体  事  業  費：1億8,000万円（一括交付金）
平成29年度事業費：296万1千円（単費）
事   業   内   容：港１号線実施設計業務委託

⑨フィシャリーナ整備事業
平 成 28 年 度 事 業 費：
　　　　　　　　3億7,932万7千円
平成29年度（予定）事業費：
　　　　　　　　6億3,420万2千円
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補　正　額　1億999万8千円

予算総額　10億7,078万9千円
歳入予算：使用料及び手数料、分担金及び負担金、諸収入及び町債を減額し、繰入金を増額
歳出予算：総務費、施設費及び公債費を減額し、予備費を増額

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療保険特別会計

公共下水道事業特別会計

補　正　額　3億5,161万5千円

予算総額　180億1,450万円
歳入予算：各種交付金の補正、国。県支出金等の補正、繰入金及び町債の補正
歳出予算：北谷第二小学校改築事業完了に伴う補正、建設事業費及び積立金の補正

補　正　額　1,078万7千円

予算総額　48億9,234万円
歳入予算：交付決定通知等に基づく療養給付費交付金及び繰入金等の補正
歳出予算：決算見込みに基づく保健給付費の補正及び拠出額確定に伴う協同事業拠出金の
　　　　　補正

補　正　額　846万8千円

予算総額　3億3,710万3千円
歳入予算：医療保険料、保険基盤安定繰入金の増額、事務費繰入金の減額
歳出予算：総務費の減額及び後期高齢者医療広域連合給付金の増額

条例の制定・改正・変更条例の制定・改正・変更
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す
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伴
う
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子

の
範
囲
の
拡
大
並
び
に
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
取

得
を
可
能
に
す
る
た
め
条
例
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
る
。

北
谷
町
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
北
谷
町
の

職
員
等
に
通
勤
の
た
め
の
車
両
を
駐
車

さ
せ
る
場
合
の
使
用
料
の
有
料
化
に
伴

い
、条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

北
谷
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を

図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た

め
の
地
方
税
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
28
年
法
律

第
86
号
）が
平
成
28
年
11
月
28
日
に
公
布

及
び
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、北
谷
町

税
条
例（
昭
和
47
年
北
谷
町
条
例
第
44

号
）及
び
北
谷
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る（
平
成
28
年
北
谷
町
条
例
第
19

号
）の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

北
谷
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
北
谷
町
営
砂
辺
住
宅
Ｃ
棟
を
追
加
す

る
た
め
、北
谷
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例（
平
成
10
年
北
谷
町

条
例
第
１
号
）の
一
部
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
。

北
谷
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
及
び
緑
化
率
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令（
平
成
27
年
政
令
第
11
号
）

に
お
い
て
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
、「
建
築
基
準
法
施
行
令

第
１
３
７
条
の
18
」が「
建
築
基
準
法
施

行
令
第
１
３
７
条
の
19
」に
繰
り
下
げ
ら

れ
た
た
め
、本
条
例
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

　
　規
約
の
変
更

　
中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で
協

同
処
理
す
る
事
務
に
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
指

導
監
査
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
と
と

も
に
、同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
協

議
し
た
い
の
で
、地
方
自
治
法
第
２
９
０

条
の
規
定
に
よ
り
、議
会
の
議
決
が
必
要

で
あ
る
。

「
規
約
の
変
更
」

　
　
　中
頭
地
方
視
聴
覚
協
議
会
規
約
の
変
更

　
中
頭
地
方
視
聴
覚
協
議
会
事
務
所
の

移
転
に
伴
い
、同
協
議
会
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
協
議
し
た
い
の
で
、地
方
自
治
法

第
２
５
２
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
、議
会

の
議
決
が
必
要
で
あ
る
。
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請
負
契
約
の
変
更
　

桑
江
伊
平
地
区
道
路
等
工
事（
そ
の
１
）請
負
契
約
変
更

【
工
事
名
】　
平
成
28
年
度
桑
江
伊
平
地
区
道
路
等
工
事

【
理
由
】　
赤
土
等
の
流
出
防
止
対
策
の
た
め
の
追
加

工
事
と
現
況
測
量
の
結
果
に
伴
う
土
工
数
量
の
変

更
等
、各
工
種
に
お
い
て
、現
場
精
査
で
実
施
数
量

を
変
更
に
よ
る

【
改
定
額
】　
５
３
６
万
７
千
６
０
０
円

【
改
定
後
契
約
額
】　
１
億
１
５
９
万
５
千
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
住
　
所
＝
北
谷
町
字
玉
上
２
１
８
番
地

　
商
　
号
＝
崎
原
土
建
株
式
会
社

　
代
表
者
＝
代
表
取
締
役
　
崎
原
盛
喜

宮
城
１
号
線
改
良
工
事
請
負
契
約
の
変
更

【
工
事
名
】　
平
成
28
年
度
宮
城
１
号
線
改
良
工
事

【
理
由
】　
車
道
部
・
歩
道
部
合
わ
せ
て
約
２
５
０
平
方

メ
ー
ト
ル

道
路
延
長
に
し
て
17
メ
ー
ト
ル
の
道
路
整
備
追
加
工
事

【
改
定
額
】　
１
千
１
８
４
万
７
千
６
０
０
円

【
改
定
後
契
約
額
】　
１
億
８
０
０
万
円

　
　（
追
加
増
額
分
に
つ
い
て
は
、入
札
差
金
を
活
用
）

【
契
約
の
相
手
方
】

　
住
　
所
＝
北
谷
町
字
上
勢
頭
６
３
０
番
地
６

　
商
　
号
＝
有
限
会
社
　
開
成
建
設
産
業
　

　
代
表
者
＝
代
表
取
締
役
　
池
味
光
輝

請
負
契
約

桑
江
伊
平
地
区
道
路
等
工
事（
そ
の
４
）請
負
契
約

【
工
事
名
】　
平
成
28
年
度
桑
江
伊
平
地
区
道
路
等
工
事

【
工
事
期
間
】　
議
決
の
日
か
ら
平
成
29
年
10
月
31
日

【
請
負
額
】　
１
億
３
６
２
万
６
千
円

（
財
源
に
つ
い
て
は
、全
て
保
留
地
処
分
金
に
よ
る
）

【
契
約
の
相
手
方
】

　
住
　
所
＝
北
谷
町
字
玉
上
２
１
８
番
地

　
商
　
号
＝
崎
原
土
建
株
式
会
社

　
代
表
者
＝
代
表
取
締
役
　
崎
原
盛
喜

専
決
処
分

工
事
の
設
計
変
更
に
伴
う
請
負
契
約
の
変
更

【
理
　
由
】　
北
谷
町
公
共
下
水
道
改
築
工
事（
吉
原

第
５
工
区
）設
計
変
更
に
伴
い
請
負
契
約
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た

【
改
定
額
】　
３
９
６
万
３
千
６
０
０
円
を
減
額

【
変
更
後
の
契
約
額
】　
９
千
３
１
２
万
８
千
４
０
０
円

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
専
決
処
分

沖
縄
防
衛
局
の
コ
ン
タ
ー
見
直

し
に
関
す
る
要
請
書

沖
縄
防
衛
局
の
コ
ン
タ
ー
に
関

す
る
意
見
書

質
疑
と
答
弁

Ｑ
　
コ
ン
タ
ー
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住

民
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か

Ａ
　
防
衛
局
は
、騒
音
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
の
主

張
を
し
て
い
る
が
実
際
被
害
が
あ
る
。

Ｑ
　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
基
準
は

Ａ
　
環
境
基
準
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
騒
音
コ
ン

タ
ー
で
は
嘉
手
納
基
地
周
辺
の
健
康
・
睡
眠
・

生
活
の
質
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。沖
縄
防

衛
局
も
、防
音
工
事
で
爆
音
が
な
く
な
っ
て
い

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
　
Ｆ
15
と
Ｆ
35
の
騒
音
の
違
い
は

Ａ
　
Ｆ
35
は
Ｆ
15
の
４
倍（
１
０
０
ｄ
Ｂ
を
超
え
る
）

　
　

Ｑ
　
Ｌ
デ
ン
で
は
夜（
プ
ラ
ス
）さ
れ
る
か
、Ｌ
ナ
イ

ト
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
　

Ａ
　「
航
空
機
の
離
陸
、着
陸
等
の
頻
繁
な
実
施
に
よ

り
生
ず
る
音
響
に
起
因
す
る
障
害
が
著
し
い
」

と
認
め
て
指
定
す
る
第
一
種
区
域
の
基
準

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書

宛
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
外
務
大
臣
　
防
衛
大
臣

内
閣
官
房
長
官
　
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担

当
大
臣
　
外
務
省
沖
縄
特
命
全
権
大
使
　

沖
縄
防
衛
局
長
　

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

米
海
兵
隊
Ａ
Ｈ̶

１
Ｚ
攻
撃
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
不
時
着
事
故
等
に
対

す
る
抗
議
決
議

米
海
兵
隊
Ａ
Ｈ̶

１
Ｚ
攻
撃
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
不
時
着
事
故
等
に
対

す
る
意
見
書

宛
先
　
抗
議
決
議
が
米
国
及
び
関
連
米
軍
機
関
。

　
　
　
意
見
書
が
衆
参
両
議
員
議
長
は
じ
め
日
本

政
府米

海
兵
隊
の
Ｕ
Ｈ̶

１
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
つ
り
下
げ
落
下
事

故
に
対
す
る
抗
議
決
議

米
海
兵
隊
の
Ｕ
Ｈ̶

１
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
つ
り
下
げ
落
下
事

故
に
対
す
る
意
見
書

宛
先
　
抗
議
決
議
が
米
国
及
び
関
連
米
軍
機
関
。

　
　
　
意
見
書
が
衆
参
両
議
員
議
長
は
じ
め
日
本

政
府
機
関

宛
先
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
内
閣
官
房
長
官
　
財
務
大
臣
　
　

総
務
大
臣
　
厚
生
労
働
大
臣

自
衛
隊
機
事
故
の
抜
本
的
再
発

防
止
と
那
覇
空
港
の
民
間
専
用

化
を
求
め
る
意
見
書

宛
先
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理

大
臣
　
国
土
交
通
大
臣
　
防
衛
大
臣
　
沖

縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
　
航
空
自
衛

隊
那
覇
基
地
司
令
兼
９
航
空
団
司
令
　

嘉
手
納
基
地
周
辺
地
域
に
お
け

る
騒
音
コ
ン
タ
ー
の
改
訂
作
業

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

宛
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
防
衛
大
臣
　
環
境
大
臣

沖
縄
防
衛
局
長

陳情・抗議・意見書

瀬名波 和美氏
教育委員の任期満了に

伴い、新たに教育委員

を任命する。

嘉手納 民子氏
教育委員の任期満了に

伴い、新たに教育委員

を任命する。

長濱 ミツエ氏
人権擁護委員の増員に

伴い新たに推薦する。

兼城 泰志氏
固定資産評価員の人事

異動に伴い新たに評価

員を選任する。

教育委員の任命 人権擁護委員の推薦 固定資産評価員の選任指定管理者の指定

承認・契約・同意・報告

同
意

適
任

同
意

同
意指定管理を行わせる公の施設

北谷町海業振興センター

指定管理者

株式会社沖縄日本管財

指定期間：平成29年4月1日から平成31年3月31日

指定管理者を行わせる公の施設

宮城屋内運動場

指定管理者

一般財団法人　北谷町地域振興センター

指定期間：平成29年4月1日から平成31年年3月31日
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議　　案

議

　
決

　
結

　
果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19  

氏 

名

宮

里

　廣

高
安 

克
成

友

利

　勉

喜
友
名 

朝
哲

喜
友
名 

盛
充

渡
久
地 

政
志

照
屋 

正
治

亀
谷 

長
久

大
浜 

ヤ
ス
子

仲
栄
真
恵
美
子

玉
那
覇 

淑
子

宮

里

　歩

與

儀

　誠

仲
地 
泰
夫

阿
波
根

　弘

目
取
眞

　肇

金
城 

紀
昭

中
村 

重
一

田
場 

健
儀

　　　　　　第４５９回　　定例議会
北谷町営住宅の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町地区計画の区域内における建
築物及び緑化率の制限に関する条例
の一部を改正する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町公共下水道事業特別会計条例
及び北谷町公共下水道事業基金条例
を廃止する条例について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中部広域市町村圏事務組合の規約の
変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中頭地方視聴覚協議会規約の変更に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度桑江伊平地区道路等工事
（その４）請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
外来機飛来及び嘉手納基地旧海軍駐
機場の使用に対する抗議決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外来機飛来及び嘉手納基地旧海軍駐
機場の使用に対する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町一般会計予算につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町国民健康保険特別
会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

平成29年度北谷町後期高齢者医療特
別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

平成29年度北谷町水道事業会計予算
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

平成29年度北谷町下水道事業会計予
算について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

北谷町海業振興センターの指定管理
者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮城屋外運動場の指定管理者の指定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日米地位協定の見直しに関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方議会議員の厚生年金制度への加
入を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米海兵隊ＡＨ－１Ｚ攻撃ヘリコプター不
時着事故等に対する抗議決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米海兵隊ＡＨ－１Ｚ攻撃ヘリコプター不
時着事故等に対する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米海兵隊のＵＨ－１ヘリコプターによ
るつり下げ落下事故に対する抗議決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米海兵隊のＵＨ－１ヘリコプターによ
るつり下げ落下事故に対する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米軍人による道路交通法違反事件に
対する抗議決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

米軍人による道路交通法違反事件に
対する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自衛隊機事故の抜本的再発防止と那
覇空港の民間専用化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町一般会計補正予算
（第６号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北谷町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北谷町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
沖縄防衛局のコンター見直しに関する
要請書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

嘉手納基地周辺地域における騒音コ
ンターの改訂作業の中止等を求める
意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

嘉手納基地周辺地域における騒音コ
ンターの改訂作業の中止等を求める
意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

※議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、法定伝染病の欠席者は（病）、所用の欠席者は（欠）としています。議長は、採決
に加わらないため斜線としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。

議　　案
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果
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安 

克
成

友

利

　勉

喜
友
名 

朝
哲

喜
友
名 

盛
充

渡
久
地 

政
志

照
屋 

正
治

亀
谷 

長
久

大
浜 

ヤ
ス
子

仲
栄
真
恵
美
子

玉
那
覇 

淑
子

宮

里

 

歩

與

儀

 

誠

仲
地 

泰
夫

阿
波
根

　弘

目
取
眞

　肇

金
城 

紀
昭

中
村 

重
一

田
場 

健
儀

第４５７回　　臨時議会

相次ぐ米軍機の重大事故に対する抗
議決議 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

相次ぐ米軍機の重大事故に対する意
見書 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

米軍人による道路交通法違反事件に
対する抗議決議 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

米軍人による道路交通法違反事件に
対する意見書 可決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

第４５８回　　臨時議会

平成28年度桑江伊平地区道路等工事
（その１）請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度宮城１号線改良工事請負
契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４５９回　　定例議会

平成28年度北谷町一般会計補正予算
（第５号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第４号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度公共下水道事業特別会計
補正予算（第４号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町個人情報保護条例等の一部を
改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例及び北谷町職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正する条例
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町職員の給与に関する条例及び
北谷町企業職員の給与の種類及び基
準に関する条例の一部を改正する条
例について

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町行政財産使用料条例の一部を
改正する条例について 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

北谷町税条例等の一部を改正する条
例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町新型インフルエンザ等対策本
部条例の一部を改正する条例につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第457回～第459回　臨時・定 例会 議決結果賛否一覧表
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ずばり、町政を問う!!

議会だより 2017年5月号（No.87）議会だより 2017年5月号（No.87）

砂辺浜川境界線の渋滞解消は

メディアステーションへのコンテンツ産業誘致は

子どもの貧困と社会福祉協議会の取組みは

観光産業の資源としての海業へ期待!

浜川小学校のグラウンド整備の進捗状況は
３月９日に工期延長の改定契約を行い、完了予
定は平成29年３月29日改定契約時点での進捗
率は70．１％

消費者対策、産業対策を含め、地域として
軽減税率をうまく導入できないか
軽減税率という側面ではなく、新たなコンテンツ
を発掘していき、活性化につなげていきたい

  よ ぎ まこと

與儀　誠　議員
 と ぐ ち まさ し

渡久地 政志　議員

教
育
行
政
を
問
う

 

浜
川
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
進
捗
状
況
を
伺
う

 

雨
風
の
影
響
で
表
土
の
砕
石

が
露
出
状
態
の
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

改
修
工
事
を
行
い
教
育
環
境
の
整

備
及
び
砂
塵
対
策
を
目
的
と
し
て

現
在
、
浜
川
小
学
校
屋
外
運
動
場

整
備
工
事
を
進
め
、
３
月
９
日
に

工
期
延
長
の
改
定
契
約
。
完
了
予

定
は
平
成
29
年
３
月
29
日
。
予
定

の
進
捗
率
は
70
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
。

 

プ
ー
ル
整
備
及
び
倉
庫
、
野

外
ト
イ
レ
設
置
の
進
捗
状
況
は

 

平
成
29
年
度
は
改
築
工
事
の

為
の
設
計
業
務
を
実
施
し
、
屋
外

倉
庫
、
屋
外
ト
イ
レ
設
置
は
、
プ
ー

ル
整
備
と
一
体
的
な
整
備
が
利
便

性
の
向
上
が
図
れ
る
た
め
プ
ー
ル

整
備
と
併
せ
て
進
め
て
行
く
。

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
遊
具
設
置
の

進
捗
状
況
を
伺
う

 

平
成
28
年
度
に
屋
外
運
動
場

の
整
備
が
完
了
す
る
の
で
、
引
き

続
き
平
成
29
年
度
に
遊
具
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

水
産
業
の
振
興
を
問
う

 

観
光
事
業
と
し
て
生
簀
を
設

置
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う

 

平
成
25
年
度
に
一
括
交
付
金

を
活
用
し
、
北
谷
町
漁
業
協
同
組

合
に
海
業
観
光
資
源
開
発
事
業
と

し
て
補
助
し
整
備
当
初
は
エ
イ
を

11
匹
飼
育
し
た
。
環
境
の
変
化
な

ど
に
現
在
は
エ
イ
６
匹
と
そ
の
他

数
種
類
の
魚
を
飼
育
と
報
告
を
受

け
て
る
。
エ
イ
は
、
悪
天
候
時
の

ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
弱
っ
た
事
で
国

頭
漁
協
に
預
け
、
事
業
主
体
で
あ

る
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
の
意
向

を
確
認
し
て
、
調
整
。

道
路
行
政
を
問
う

 

昨
年
の
３
月
議
会
で
町
道
砂

辺
浜
川
境
界
線
の
道
路
拡
張
・
改
良

工
事
の
質
問
の
必
要
性
を
質
問
し

た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

 

当
該
道
路
の
朝
夕
の
渋
滞
は
、

嘉
手
納
基
地
第
１
ゲ
ー
ト
へ
進
入

す
る
国
道
58
号
線
北
向
け
の
右
折

帯
が
渋
滞
し
、
そ
の
末
端
が
町
道

砂
辺
浜
川
境
界
線
ま
で
伸
び
て
い

る
た
め
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

沖
縄
防
衛
局
及
び
米
軍
に
対
し
、

第
１
ゲ
ー
ト
に
係
る
渋
滞
緩
和
策

を
要
請
。

 

砂
辺
馬
場
公
園
に
向
か
う
町

道
砂
辺
５
号
線
の
拡
幅
工
事
の
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は

 

道
路
拡
幅
目
的
で
の
無
償
使

用
は
困
難
で
あ
る
が
公
園
の
駐
車

場
と
し
て
の
無
償
使
用
は
可
能
で

あ
る
と
の
回
答
を
得
て
、
交
通
量

も
比
較
的
多
く
、
交
互
交
通
が
困

難
な
状
況
、
砂
辺
馬
場
公
園
の
新

た
な
駐
車
場
と
し
て
整
備
を
し
、

新
設
駐
車
場
へ
の
進
入
路
を
工
夫

す
る
。
平
成
28
年
度
に
物
件
補
償

算
定
等
の
委
託
業
務
、
平
成
29
年

度
に
物
件
補
償
及
び
用
地
買
収
、

平
成
30
年
度
に
整
備
工
事
を
行
な

い
、
平
成
31
年
度
供
用
開
始
。

 
昨
年
、
上
勢
区
公
民
館
に
お

い
て
町
道
上
勢
頭
55
号
線
整
備
事

業
の
説
明
会
が
あ
り
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は

 

当
時
で
、
平
成
28
年
度
に
物

件
補
償
算
定
等
の
委
託
業
務
、
平

成
29
年
度
に
物
件
補
償
及
び
用
地

買
収
、
平
成
30
年
度
に
整
備
工
事

を
行
な
い
、
平
成
31
年
度
供
用
開

始
と
い
う
年
次
ご
と
の
事
業
計
画

の
説
明
を
行
な
っ
た
。
現
在
、
説

明
会
で
の
計
画
の
通
り
事
業
が
進

ん
で
お
り
、
次
年
度
か
ら
各
権
利

者
に
対
し
て
個
別
の
交
渉
を
進
め
、

物
件
補
償
及
び
用
地
取
得
の
契
約

締
結
を
目
指
し
て
行
く
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
砂
辺
馬
場
公
園
北
側
の
ビ
ー

チ
の
整
備
に
つ
い
て

軽
減
税
率
の
特
区
導
入

 

観
光
特
区
と
し
て
軽
減
税
率

特
区
導
入
を
調
査
研
究
し
提
言
し

て
い
く
べ
き
。
企
業
誘
致
特
区
と

し
て
、
軽
減
税
率
特
区
を
導
入
し
、

美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

拠
点
と
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
誘

致
が
で
き
な
い
か

 

「
観
光
特
区
」と「
企
業
誘
致
特

区
」の
軽
減
税
率
導
入
に
つ
い
て

は
、
一
自
治
体
で
の
導
入
は
、
大

変
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
制
度
を
よ
り
使
い
や
す
い

よ
う
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 

地
方
自
治
体
と
し
て
の
、
先

進
的
提
言
、
戦
略
的
計
画
に
取
組

む
必
要
が
あ
る
。
見
解
を
伺
う

 

少
な
く
と
も
都
道
府
県
単
位
、

ま
た
は
よ
り
広
い
地
方
単
位
で
の

議
論
が
必
要
で
あ
り
、
一
市
町
村

で
の
特
区
実
現
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

 

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
は

 

平
成
28
年
度
か
ら
、「
北
谷
町

子
ど
も
の
貧
困
対
策
庁
内
連
絡
会

議
」を
設
置
し
、
新
た
な
取
組
み
と

し
て
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援

員
の
配
置
、
学
習
支
援
を
通
し
た

子
ど
も
の
居
場
所
事
業「
ち
ー
た
ん

塾
」の
開
設
、
子
ど
も
の
居
場
所
支

援
事
業
に
よ
る
２
ヵ
所
の
居
場
所

支
援
を
開
始
。
課
題
は
、「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
支
援
員
事
業
」に
つ
い

て
は
、Ｓ
Ｓ
Ｗ（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）か
ら
新
規
で
つ

な
が
る
事
例
が
少
な
い
こ
と
。

「
ち
ー
た
ん
塾
」は
、「
要
保
護
、
準

要
保
護
に
該
当
し
な
い
、
ひ
と
り

親
世
帯
児
童
へ
の
学
習
支
援
の
必

要
性
」、「
ち
ー
た
ん
塾
へ
の
通
塾

の
手
段
が
確
保
で
き
な
い
児
童
へ

の
対
応
」、「
当
初
の
想
定
よ
り
手

厚
い
支
援
を
要
す
る
児
童
が
多
く

存
在
す
る
こ
と
」、「
よ
り
早
期
の

学
習
支
援
の
必
要
性
」。「
子
ど
も

の
居
場
所
支
援
事
業
」は
、
上
勢
桑

江
児
童
館
の
調
理
場
所
の
確
保
な

ど
。 

今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

の
福
祉
分
野
が
中
心
と
な
っ
た
取

組
み
が
必
要
。
見
解
を
伺
う

 

平
成
29
年
度
は
、
貧
困
対
策

支
援
員
の
活
動
を
よ
り
強
化
し
て

い
き
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援

員
が
中
心
と
な
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
定
期

的
に
情
報
共
有
を
し
、
必
要
な
子

ど
も
に
必
要
な
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

 

人
材
確
保
の
取
組
み
を
伺
う

 

本
町
で
は
直
接
雇
用
で
は
な

く
、
業
務
委
託
に
よ
り
人
材
の
確

保
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

児
童
福
祉
に
精
通
し
た
社
会
福
祉

士
の
確
保
が
で
き
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
公
営
住
宅
の
避
難
訓
練
に
つ

い
て

•
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

q
a

q
a

一
般
質
問

一
般
質
問
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発見された亀ヶ岡系土器（大洞Ａ式土器）

少人数学級編成への期待

準備が進むコミュニティーバス停

増える外来機騒音

４期目に向けての出馬の意向を伺う

町民の皆様の御理解と御支援をたまわり、４期
目に向け全力で頑張ってまいりたい

コンター見直しは中止すべきと考えるが、
当局の考えは
騒音コンターが縮小されることがないように明
確に反対している。今後も動向を注視しながら適
切に対処していく

 おお はま

大浜 ヤス子　議員
 かめ や　ちょうきゅう

亀谷 長久　議員

野
国
町
長
の
４
期
目
へ
の

出
馬
を
伺
う

 

就
任
し
て
今
年
で
12
年
目
。

就
任
以
来
、
一
貫
し
て
町
民
と
の

「
対
話
」と「
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
町
政
運
営
の
基
本
方
針

と
し
て
推
進
し
て
き
た
。
４
期
目

に
向
け
て
の
出
馬
の
意
向
を
伺
う

 
就
任
以
来
、
今
日
ま
で
一
貫
し

て
町
民
と
の「
対
話
」と「
協
働
」に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
政
運
営
の

基
本
方
針
と
し
て
、
公
平
、
公
正
に

民
主
的
な
行
政
運
営
に
努
め
、
３

期
目
の
就
任
に
当
た
り
、
町
民
の

皆
様
と
お
約
束
し
た
公
約「
10
大
政

策
」（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け

る「
ち
ー
た
ん
塾
」の
開
設
を
は
じ

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導
入

な
ど
）の
実
現
の
た
め
に
、
誠
心
誠

意
、
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
町
民

一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
北
谷
町
を
築

く
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
支
援
を
た
ま
わ
り
、
４
期

目
に
向
け
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領

と
の
違
い
、
及
び
新
た
な
指
導
要

領
に
つ
い
て
教
育
長
の
方
針
と
本

町
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う

 

現
行
の
学
習
指
導
要
領
は「
確

か
な
学
力
」を
礎
と
し
た
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た「
生
き
る

力
」の
育
成
が
教
育
理
念
。
一
方
、

新
学
習
指
導
要
領
は
、
教
育
の
理

念
と
し
て
の「
生
き
る

力
」の
育
成
は
踏
襲
さ

れ
る
。
教
育
委
員
会
に

お
い
て
は
、「
ス
マ
イ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
能
動
的
な
学
び
の
あ

る
授
業
）」「
支
持
的
風

土
の
あ
る
学
級
・
学
年

づ
く
り
」の
３
つ
の
教

育
施
策
を
実
践
。
こ
れ

ら
３
つ
の
教
育
施
策
を

総
称
で「
北
谷
町

学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
し
て
、
新

学
習
指
導
要
領
の

趣
旨
を
活
か
し
な

が
ら
、
各
学
校
の

実
態
に
応
じ
て
学

力
向
上
等
の
教
育

実
践
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。

 

本
町
の
小
学

校
５
年
生
の
学
級

数
と
人
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

担
当
課
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
か

 

平
成
29
年
度

に
お
い
て
、
町
内

各
小
学
校
で
、
小

学
校
５
年
生
ま
で

35
人
の
少
人
数
学
級
編
成
を
拡
充

し
て
い
き
た
い
。

 

本
町
の
各
小
、
中
学
校
の
不

登
校
や
い
じ
め
及
び
早
退
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
伺
う

 

平
成
29
年
１
月
現
在
で
、
町
内

小
学
校
の
不
登
校
児
童
数
に
つ
い

て
は
９
人
、
中
学
校
の
不
登
校
生

徒
数
に
つ
い
て
は
48
人
。
い
じ
め

の
認
知
件
数
に
関
し
て
は
、
累
計

で
小
学
校
１
８
４
件
、
中
学
校
16

件
と
な
っ
て
い
る
。
早
退
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

•
環
境
美
化
に
つ
い
て

嘉
手
納
飛
行
場
の
第
１
種

区
域（
コ
ン
タ
ー
）見
直
し

中
止
に
つ
い
て

 

同
飛
行
場
に
は
、
軍
用
機
が

常
駐
し
日
夜
訓
練
を
行
な
っ
て
お

り
、
加
え
て
、
外
来
機
の
飛
来
が
常

態
化
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
町

当
局
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

関
係
機
関
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
か

 

嘉
手
納
飛
行
場
に
関
す
る
三

市
町
連
絡
協
議
会（
い
わ
ゆ
る
三
連

協
）に
お
い
て
、
機
会
あ
る
度
に
嘉

手
納
基
地
第
18
航
空
団
、
沖
縄
防

衛
局
等
関
係
機
関
に
対
し
抗
議
・

要
請
を
行
な
っ
て
お
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
航
空

機
騒
音
に
関
わ
る
５
度
の
抗
議
・

要
請
を
行
な
っ
て
い
る
。

 

航
空
機
騒
音
測
定
に
つ
い
て
、

北
谷
町
に
は
県
設
置
の
２
ヵ
所
を

含
め
、
５
つ
の
測
定
基
地
が
設
置
。

そ
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う

 

測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
年
間

平
均
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ（
エ
ル
デ
ン
）で
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に

か
け
て
５
ヵ
所
の
測
定
局
す
べ
て

に
お
い
て
、
同
値
ま
た
は
増
加
を

記
録
。

 

新
コ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

場
合
、
騒
音
コ
ン
タ
ー
は
縮
小
さ

れ
、
周
辺
住
民
の
健
康
、
睡
眠
、
生

活
の
質
の
保
証
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
沖

縄
防
衛
局
の
コ
ン
タ
ー
見
直
し
は

中
止
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が

 

先
般
実
施
さ
れ
た
宮
崎
県
の

新
田
原（
に
ゅ
う
た
ば
る
）飛
行
場

周
辺
地
域
の
騒
音
コ
ン
タ
ー
見
直

し
で
は
、
大
幅
な
縮
小
が
見
ら
れ

た
。
嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
地
域
の

騒
音
コ
ン
タ
ー
見
直
し
に
お
い
て

は
縮
小
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
町
は
中
部
市
町

村
会
の
構
成
市
町
村
ら
と
と
も
に

要
請
文
を
決
議
し
、騒
音
コ
ン
タ
ー

が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
明
確
に
反
対
し
て
お
り
、
今
後

も
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
適
切
に

対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

文
化
行
政
を
問
う

 

大
洞
系
土
器
と
は
何
か
。
土

器
の
破
片
が
平
安
山
原（
は
ん
ざ
ん

ば
る
）Ｂ
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
こ
と

の
意
義
に
つ
い
て
伺
う

 

岩
手
県
に
所
在
す
る
国
史
跡

大
洞
貝
塚（
お
お
ほ
ら
か
い
づ
か
）

か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、

名
称
と
な
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

は
、
文
字
も
な
い
狩
猟
採
集
の
時

代
。
沖
縄
か
ら
九
州
へ
渡
る
こ
と

の
厳
し
い
時
代
だ
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
時
代
に
遠
く
離
れ
た

東
北
と
の
交
流
が
伺
え
る
よ
う
な

土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
沖
縄
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
歴
史
的
発
見
だ
と
期
待
し
て

い
る
。

 

発
見
さ
れ
た
土
器
片
は
今
後

ど
の
よ
う
な
活
用
、
展
開
が
考
え

ら
れ
る
か

 

各
地
の
有
識
者
か
ら
、「
土
器

を
見
た
い
」と
連
絡
を
受
け
て
お

り
、
今
後
の
有
識
者
の
意
見
、
調
査

研
究
を
進
め
、
何
ら
か
の
進
展
を

図
り
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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まちおこしを担う産業まつり

読
谷
葬
祭
場
新
設
で
火
葬
場
問
題
は

ク
リ
ア
？

少人数編成でわかる授業を

観
光
産
業
の
目
玉
の
一
つ
ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

平成２８年度沖縄県学力到達度調査結果は
小学校３年生国語以外と中学校２年生国語、そして
１年生数学と２年生社会以外は、全ての学年、教科
において昨年度に比較して改善傾向にある

ふるさと納税の返礼について問う
平成29年度から、ふるさと納税代行業務を委託
し、返礼品の送付を開始する予定、将来的に新た
な産業創出と地域活性につなげたい

 てる や まさ はる

照屋 正治　議員
 なか ち やす お

仲地 泰夫　議員

教
育
行
政
を
問
う

 

学
力
到
達
度
調
査
結
果
の
今

後
の
課
題
と
取
組
み
を
問
う

 

小
学
校
で
は
わ
か
る
授
業
の

改
善
と
学
習
指
導
方
法
及
び
指
導

体
制
の
徹
底
、
連
動
を
通
し
た
取

組
み
が
重
要
で
あ
る
。
中
学
校
で

は
、
学
級
間
、
教
科
間
指
導
方
法

や
指
導
体
制
に
課
題
が
あ
る
、
教

科
部
会
、
学
年
部
会
で
の
授
業
づ

く
り
を
視
点
と
し
た
取
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。

北
谷
町
車
両
管
理
規
程
等

を
伺
う

 

役
場
公
用
車
の
公
務
外
使
用

基
準
を
問
う

 

北
谷
町
車
両
管
理
規
程
第
10

条
第
３
項
に
規
定
、
行
政
に
直
接

関
係
す
る
公
共
団
体
又
は
任
意
団

体
等
に
貸
し
出
し
が
出
来
る
。

 

公
用
車
の
公
務
外
借
用（
時
間

外
・
土
日
・
祝
日
）の
状
況
。
ま
た
、

近
隣
の
市
町
村
の
使
用
基
準
及
び

借
用
情
況
を
問
う

 

本
町
公
用
車
の
公
務
執
行
以

外
の
土
曜
日
、
日
曜
日
又
は
祝
日

の
貸
し
出
し
状
況
は
、
自
治
会
や

学
校
に
関
連
す
る
団
体
へ
貸
し
出

し
の
事
例
が
あ
る
。
近
隣
市
町
村

で
は
、
そ
の
市
町
村
内
に
あ
る
団

体
に
、
貸
し
出
し
。

 

公
用
車
の
車
両
台
数
と
保
険

内
容
は

 
町
管
理
の
、
公
用
車
は
63
台
、

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
の

自
動
車
損
害
共
済
保
険
に
加
入
し

て
い
る
。
町
が
貸
し
出
し
を
許
可

し
た
場
合
に
限
り
、
公
務
執
行
中

と
同
様
の
補
償
が
受
け
ら
れ
る
。

観
光
産
業
等
を
問
う

 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ー
た
ん
」の
着
ぐ
る
み
を
作
成

し
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
利
活
用
す

る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
予
定
は

い
つ
か

 

平
成
29
年
度
は
、
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
委
託
業
務
を

実
施
す
る
予
定
。
業
者
の
選
定
を

経
て
、「
ち
ー
た
ん
」立
体
像
、
着

ぐ
る
み
制
作
に
着
手
、
デ
ザ
イ
ン

及
び
運
用
を
検
討
し
て
い
く
、
お

披
露
目
は
、
年
末
か
ら
年
明
け
に

か
け
て
予
定
。

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
ス

ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
・
大
会
・
イ

ベ
ン
ト
等
の
誘
致
・
受
入
を
行
う
と

あ
る
が
、
本
年
度
の
キ
ャ
ン
プ
や

合
宿
の
状
況
を
伺
う

 

平
成
28
年
度
に
、
本
町
の
施

設
を
キ
ャ
ン
プ
や
合
宿
に
利
用
し

た
団
体
は
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ

ン
プ
実
行
委
員
会
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
野
球
で
は
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
秋
季
・
春
季
キ
ャ
ン

プ
及
び
、
愛
知
県
の
名
城
大
学
や

学
校
野
球
部
を
含
む
７
団
体
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
実
業
団
の
ビ
ッ

ク
カ
メ
ラ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
高

崎
、
陸
上
で
は
甲
南
大
学
陸
上
部
、

そ
の
他
全
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

等
、
計
12
団
体
、
総
勢
延
べ
１
，

０
０
０
人
以
上
、
施
設
を
利
用
し

た
。

 

外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
で
、

近
隣
諸
国
を
中
心
に
観
光
物
産
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
誘
客
活
動

に
取
組
み
、
具
体
的
な
内
容
を
伺

う

 

ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
寄
港
が

伸
び
、
中
国
・
香
港
に
つ
い
て
、
中

部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
連

携
し
、
寄
港
歓
迎
事
業
や
直
接
乗

船
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
内
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
問
う

 

平
成
28
年
度
、
直
近
で
町
民

が
、
町
外
へ
ど
れ
だ
け
寄
付
し
て
、

全
国
か
ら
本
町
に
ど
れ
だ
け
寄
付

が
あ
っ
た
か

 

平
成
27
年
中
は
町
民
が
ふ
る

さ
と
納
税
し
た
額
は
１
３
７
件
で

１
千
７
９
６
万
３
千
円
、
本
町
の

税
収
か
ら
控
除
さ
れ
た
金
額
は
７

０
２
万
６
千
円
。
平
成
28
年
度
に

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
１
９
９
万

７
千
円
と
15
件
あ
り
。
そ
の
内
県

外
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

２
月
末
現
在
で
３
件
、
１
１
０
万

円
。 

返
礼
品
の
開
発
、
特
産
品
の

開
発
と
、
企
画
財
政
課
、
商
工
観

光
課
、
商
工
会
と
の
連
携
を
問
う

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返

礼
品
の
選
定
は
、
企
画
財
政
課
及

び
商
工
観
光
課
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
返
礼
品
の
候
補
の

８
品
目
の
内
訳
は
、
４
品
が
平
成

28
年
度
に
北
谷
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

奨
励
認
定
さ
れ
た
品
で
、
そ
の
内

４
品
に
は
、
商
工
会
か
ら
紹
介
の

品
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
ま
つ
り
を
問
う

 

産
業
ま
つ
り
の
狙
い
を
ど
の

よ
う
に
定
め
て
い
る
か
、
今
年
度

の
参
加
実
績
、出
展
者
数
、出
品
者
、

最
近
の
傾
向
は

 

出
品
数
は
、
農
産
物
が
３
０

０
点
、
農
産
加
工
品
が
16
点
、
手

工
芸
品
の
部
で
30
点
と
な
り
、
そ

れ
以
外
に
福
島
県
鏡
石
町
や
更
生

保
護
女
性
会
、Ｊ
Ａ
北
谷
支
店
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
出
展
を

は
じ
め
、
苗
木
の
無
料
配
布
等
を

行
い
、
商
工
フ
ェ
ア
ー
は
、
商
工

会
各
部
会
員
等
に
よ
る
24
の
出
展

が
な
さ
れ
、
手
づ
く
り
木
工
体
験

や
建
築
機
械
の
操
作
体
験
、
講
習

会
が
行
わ
れ
た
。

 

Ｃ
‐
１
ち
ゃ
た
ん
グ
ル
メ
バ

ト
ル
の
グ
ラ
ン
プ
リ
も
一
緒
と
考

え
て
い
る
か
、
町
内
の
企
業
が
出

展
し
や
す
い
方
向
で
運
営
し
て
ほ

し
い
、
当
局
の
考
え
を
伺
う

 

今
後
の
Ｃ‐

１
ち
ゃ
た
ん
グ
ル

メ
バ
ト
ル
は
現
時
点
で
は
別
の
時

期
開
催
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

町
内
企
業
の
出
展
は
、
産
業
総
合

展
示
会
で
の
農
産
物
を
は
じ
め
、

各
種
出
品
は
町
内
各
自
治
会
を
通

し
て
町
民
の
出
品
を
受
け
付
け
て

い
る
。

葬
祭
場
建
設
に
つ
い
て

 

火
葬
場
問
題
が
ク
リ
ア
し
た

今
、
町
内
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
低
所

得
、
低
料
金
の
公
共
葬
祭
場
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う

 

公
共
葬
祭
場
を
設
置
し
て
い

な
い
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
考
慮

し
つ
つ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し

て
取
組
み
た
い
。

 

葬
祭
場
が
な
い
た
め
に
、
大

き
な
町
民
負
担
に
な
っ
て
い
な
い

か
伺
う

 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
者
に

葬
祭
費
、
４
万
円
を
支
給
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
に

つ
い
て
も
、
町
独
自
の
取
組
み
で

２
万
円
を
支
給
し
、
沖
縄
県
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
と
合
わ
せ
て
４

万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
美
浜
遊
歩
道
へ
の
健
康
遊
具
の

設
置
に
つ
い
て

•
砂
辺
海
岸
の
突
堤
整
備
に
つ
い

て
•
国
民
年
金
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

q
a

q
a
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q
a

q
a

学校近くの道路に「よーんなあ」の文字が
路面に表示出来ないか
安全を確保する事を目的とし「ゾーン30」を沖縄
県公安委員会が指定し、最近、最高速度30ｋｍの速
度規制を路面標示、規制標識が設置した

上勢保育所の遊び場に日よけの設置は
出来ないか
現場の状況を精査し、必要に応じて日よけの設置
を進める

 みや ざと ひろし

宮里　廣　議員
 き ゆ な もり みつ

喜友名 盛充　議員

道
路
行
政
を
問
う

 

町
道
桑
江
中
央
線
と
町
道
桑

江
５
号
線
の
交
差
点
の
白
線
に
つ

い
て
伺
う

 

交
差
点
内
の
横
断
歩
道
が
ほ

と
ん
ど
消
え
て
お
り
横
断
歩
道
を

含
め
、
外
側
線
の
ラ
イ
ン
引
き
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
県
公
安
委
員
会

が
行
う
こ
と
か
ら
早
急
に
引
き
直

し
を
公
安
委
員
会
に
要
請
す
る
。

 

栄
口
区
公
民
館
前
の
道
路
の

駐
車
対
策
は

 

駐
車
禁
止
等
の
交
通
規
制
が

な
く
、
道
路
管
理
者
と
し
て
も
モ

ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓
発
ビ
ラ
配

布
が
現
在
と
れ
る
方
策
で
あ
り
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
、
今
後
、

沖
縄
地
区
交
通
安
全
協
会
等
、
関

連
機
関
と
協
議
を
図
り
、
対
応
策

を
見
い
出
し
た
い
。

自
主
防
災
対
策
を
問
う

 

自
主
防
災
組
織
の
推
進
は

 

本
町
で
は
、
現
在
の
宮
城
区
、

美
浜
区
、
栄
口
区
、
北
玉

区
に
お
い
て「
平
成
28
年
度

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」に
本
町
の
担
当
職

員
及
び
町
内
自
治
会
か
ら

希
望
者
が
参
加
を
し
た
。

今
後
も
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
に
向
け
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
も
確
認
し
な
が
ら

支
援
し
て
行
く
。

 

防
災
士
育
成
の
取
組

み
は 

防
災
士
は
、
災
害
時

に
お
け
る
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す

期
待
が
で
き
、
各
自
治
体

で
も
防
災
士
の
養
成
支
援

に
取
組
ん
で
い
る
、

地
域
で
の
活
動
状
況

等
も
考
慮
し
な
が

ら
、
必
要
な
人
材
に

は
防
災
士
の
資
格
取

得
の
支
援
は
必
要
。

 

災
害
弱
者
支
援

に
つ
い
て
問
う

 

災
害
弱
者
支
援

は
、
地
域
で
共
に
支

え
あ
う
共
助
の
精
神

が
重
要
に
な
っ
て
い

る
、
各
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
や
各
団

体
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
組
ん
で
い

く
。

護
岸
壁
画

コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

 

町
内
小
中
学
校
に「
わ
が
ま
ち

自
慢
」を
テ
ー
マ
に
カ
ラ
フ
ル
な
壁

画
の
数
々
を
創
意
工
夫
し
て
出
来

な
い
か
伺
う

 

学
校
は
子
ど
も
た
ち
を
主
体

と
し
た
教
育
活
動
の
場
で
あ
る
こ

と
を
考
え
て
、
各
学
校
の
主
体
性

を
活
か
し
掲
示
教
育
な
ど
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
調
査
・
研

究
事
項
と
す
る
。

 

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
球
の
環
境
改
善
に

も
役
立
っ
て
い
く
と
考
え
る
が
当

局
の
見
解
は

 

全
体
的
に
教
職
員
の
業
務
改

善
、
授
業
時
数
の
確
保
等
の
課
題

が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
か
ら
の

働
き
か
け
は
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。

他
に
次
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た

•
観
光
振
興
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

保
育
士
確
保
対
策
を
問
う

 

年
齢
別
の
待
機
児
童
数
及
び

保
育
士
が
確
保
で
き
ず
待
機
児
童

に
な
っ
た
児
童
数
を
年
齢
別
に
伺

う 

平
成
29
年
度
の
入
所
申
し
込

み
は
、
現
在
、
正
確
な
人
数
は
算

出
で
き
て
い
な
い
。
保
育
士
不
足

に
よ
り
昨
年
度
の
41
人
よ
り
増
え

る
見
込
み
。

 

保
育
士
の
子
供
優
先
入
所
、

家
賃
補
助
、
給
与
ア
ッ
プ
を
町
独

自
で
行
え
な
い
か

 

保
育
士
に
つ
い
て
は
優
先
入
所

の
対
象
。 

家
賃
補
助
は
、
他
自
治
体

の
実
施
状
況
等
を
参
考
に
研
究
す

る
。
給
与
に
関
し
て
は
、
認
可
保
育

所
に
つ
い
て
、
単
独
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
公
立
保
育
所
の
非
常
勤
職

員
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
状
況

も
参
考
に
研
究
し
、
人
事
部
局
、

財
政
部
局
と
協
議
す
る
。

 

無
認
可
保
育
園
の
第
三

子
無
料
の
実
績
を
伺
う

 

平
成
26
年
度
５
件
、
平

成
27
年
度
６
件
、
平
成
28
年

度
２
月
末
時
点
で
３
件
。

 

待
機
児
童
に
な
っ
た
第

二
子
を
認
可
、
認
可
外
問
わ

ず
保
育
料
半
額
等
の
保
育
料

助
成
は
出
来
な
い
か

 

第
一
子
が
認
可
保
育
所

に
入
所
し
、
第
二
子
が
認
可

外
保
育
施
設
を
利
用
し
た
場

合
、
月
額
２
千
円
の
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。
認
可
外
保

育
施
設
は
、
利
用
者
に
よ
っ

て
は
認
可
園
に
比
べ
保
育
料

が
高
額
と
な
り
経
済
的
負
担

も
大
き
い
た
め
、
さ
ら
な
る

軽
減
策
を
講
じ
る
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。

防
災
対
策
と
自
主
防
災
組

織
、
社
会
教
育
団
体
と
の

連
携
を
問
う

 

避
難
所
は
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か

 

町
の
公
共
施
設
・
避
難
所
で
新

耐
震
基
準
が
制
定
さ
れ
た
１
９
８

１
年（
昭
和
56
年
）以
前
の
建
物
は
、

桃
原
公
民
館
及
び
北
谷
第
二
幼
稚

園
で
、
桃
原
公
民
館
は
基
準
を
満

た
し
て
お
り
、
北
谷
第
二
幼
稚
園

は
、
平
成
29
年
度
に
改
築
予
定
。

　
津
波
一
時
避
難
施
設
の
民
間
建

物
は
、
新
耐
震
の
建
物
で
あ
り
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

 

砂
辺
地
域
の
津
波
震
災
対
策
は

 

砂
辺
区
の
津
波
一
時
避
難
施
設

７
ヵ
所
へ
の
避
難
。
嘉
手
納
基

地
内
へ
避
難
訓
練
を
行
い
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

道
路
行
政
、
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

 

町
道
砂
辺
浜
川
線
と
浜
川
千

原
４
号
線
交
差
点
の
安
全
対
策
は

 

沖
縄
署
と
協
議
を
進
め
て
お

り
、
同
線
上
に
グ
リ
ー
ン
の
着
色

を
行
い
横
断
指
導
線
を
設
置
す
る

予
定
。
ま
た
、
砂
辺
浜
川
線
上
の

ハ
ン
プ
設
置
に
つ
い
て
地
域
住
民

の
理
解
と
協
力
を
得
て
実
施
予
定
。

 

砂
辺
の
宮
城
解
体
か
ら
国
道

58
号
線
ま
で
を
改
修
で
き
な
い
か
。

ま
た
右
折
の
矢
印
信
号
機
の
設
置

は
出
来
な
い
か
伺
う

 

管
理
し
て
い
る
沖
縄
防
衛
局

と
協
議
し
対
応
を
図
る
。
信
号
機

の
調
整
も
含
め
て
沖
縄
警
察
署
に

要
望
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

護岸壁画コンクールへの期待
危険な交差点を安全に

上勢保育所日よけ設置が待たれる 横断歩道の白線の改善を
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里道及び水路の利活用を

放課後児童クラブへの支援は

整備が進む桑江伊平土地区画整理地区

q
a

q
a

町道桑江中央線沿線の用途変更の
進捗状況を伺う
平成２９年度予定の北谷都市計画マスタープラ
ンの中間見直し業務で検討する

民泊新法の「住宅宿泊事業法」とは

従来の旅館業法の営業形態に当てはまらない新
しい「民泊営業」に関して規制する法律

 あ は ごん ひろし

阿波根　弘　議員
 とも り つとむ

友利　勉　議員

施
政
方
針
を
問
う

 

行
財
政
の
合
理
化
、
事
務
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
町
長
の
決

意
は
。
又
、
必
要
な
財
源
確
保
策

を
伺
う

 

自
主
財
源
の
柱
と
な
る
町
税

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
に
約
19
億
８
千
７
０
０
万
円

増
で
72
％
の
税
収
の
伸
び
。

　
財
政
力
指
数
が
、
平
成
17
年
度

の
県
内
７
位（
０
・
53
）か
ら
平
成
27

年
度
で
は
県
内
で
那
覇
に
次
ぐ
２

位（
０
・
73
）と
な
っ
て
い
る
。

　
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、
地
方
債

残
高
の
削
減
で
、
平
成
17
年
度
末
の

約
99
億
円
か
ら
平
成
27
年
度
末
は

約
66
億
円
に
削
減
。
県
内
市
町
村

で
２
番
目
に
少
な
い
額
と
な
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
職
員
の
コ
ス
ト
意

識
の
向
上
、
職
員
数
を
平
成
17
年

４
月
１
日
、
２
５
２
人
か
ら
平
成
27

年
度
４
月
１
日
、
２
４
１
人
に
削
減

し
経
常
収
支
比
率
を
87
・
７
％
か
ら

80
・
１
％
に
低
減
。
平
成
17
年
度
に

比
べ
て
弾
力
的
な
町
政

運
営
が
で
き
る
財
政
状

況
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
保
育
所
数
も
、

平
成
17
年
度
の
６
ヵ
所

か
ら
、
平
成
27
年
度
に

は
８
ヵ
所
と
し
、
保
育

定
数
も
４
５
０
人
か
ら
８

３
０
人
に
増
員
。
新
た

な
財
源
確
保
は
、
観
光

及
び
商
工
業
振
興
策
に

よ
る
税
収
増
、
桑
江
伊

平
地
区
、
区
画
整
理
に

よ
る
新
た
な
商
業
施
設

及
び
家
屋
の
増
加
に
伴

う
税
収
増
や
町
税
徴
収

率
の
向
上
等
財
源
確
保

策
に
取
組
む
。
ま
た
、

大
型
施
設
整
備
は
、
国
・

県
の
補
助
金
、
交
付
金
等
の
情

報
収
集
を
行
い
過
重
な
町
民

負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
心
掛

る
。町

有
財
産
に
つ
い
て

 

町
有
の
普
通
財
産
、
軍
用

地
、
道
路
の
残
地
、
里
道
等

処
分
可
能
な
土
地
の
面
積
、

筆
数
、
貸
し
付
け
収
入
、
軍

用
地
料
、
過
去
10
年
間
に
処

分
し
た
軍
用
地
の
面
積
、
軍

用
地
料
の
推
移
を
伺
う

 

軍
用
地
を
除
く
町
の
普
通

財
産
は
、
町
内
で
約
30
筆
、

面
積
は
約
２
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

今
年
度
の
普
通
財
産
の
貸
し
付

け
は
、
21
件
で
約
２
２
０
万
円
。

町
が
所
有
す
る
町
内
の
軍
用
地
は

約
２
０
０
筆
、
面
積
は
約
７
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
年
間
軍
用
地
料
は
、
約

１
億
７
０
０
万
円
。
町
外
の
軍
用
地

は
約
50
筆
、
面
積
は
約
72
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
軍
用
地
料
は
年
間
約
１

億
８
千
７
０
０
万
円
。

　
軍
用
地
料
の
推
移
は
、
平
成
19

年
度
の
約
２
億
１
千
５
０
０
万
円
か

ら
平
成
28
年
度
の
約
２
億
９
千
４
０

０
万
円
に
上
昇
。

　
平
成
19
年
度
の
以
降
軍
用
地
の

処
分
は
な
い
。道
路
残
地
の
処
分
は
、

隣
接
す
る
地
権
者
等
か
ら
の
申
請

で
現
地
調
査
を
行
な
い
、
用
地
処

分
の
判
断
し
て
い
る
。

　
里
道
及
び
水
路
に
つ
い
て
は
地
方

分
権
一
括
法
の
施
行
で
、
国
か
ら
譲

与
を
受
け
て
お
り
、
里
道
及
び
水

路
の
処
分
は
、
利
活
用
の
状
況
を

勘
案
し
処
分
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
学
校
教
育
に
つ
い
て

•
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
を
問
う

 

北
谷
町
、
沖
縄
県
、
全
国
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
公
的
施
設

の
利
用
状
況
は

 

町
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
６
ヵ

所
中
、
公
的
施
設
利
用
が
１
ヵ
所
、

16
・
７
％
、
沖
縄
県
41
・
０
％
、
全

国
86
・
４
％
。

 

沖
縄
県
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

公
的
施
設
活
用
促
進
等
環
境
整
備

支
援
事
業
の
具
体
的
内
容
は

 

①
市
町
村
実
施
の
学
校
敷
地

内
へ
専
用
室
設
置
、
公
的
施
設
活

用
の「
施
設
整
備
費
補
助
」事
業
期

間
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
。
補
助
率
は
国
10
分
の
８
、
県

10
分
の
１
、
町
10
分
の
１
、
補
助
基

準
額
は
合
築
の
施
設
は
５
千
万
円
、

単
体
施
設
は
３
千
万
円
。

②「
家
賃
等
補
助
」は
公
的
施
設
に

移
行
計
画
の
移
行
ま
で
、
家
賃
を

補
助
、
補
助
率
は
国
10
分
の
８
、

県
10
分
の
１
、町
10
分
の
１
で
あ
り
、

家
賃
等
の
月
額
５
分
の
４
以
内
、
上

限
額
月
額
８
万
円
。③「
環
境
改
善

補
助
」は
、
市
町
村
計
画
で
、
公
的

施
設
活
用
困
難
な
民
間
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
及
び
修
繕
経
費

補
助
。
補
助
率
県
95
分
の
90
、
町

95
分
の
５
、
基
準
額
は
、
児
童
数

10
人
以
上
の
ク
ラ
ブ
１
０
０
万
円
、

20
人
以
上
の
ク
ラ
ブ
２
０
０
万
円
。

 

本
町
で
申
請
、
実
施
事
例
は

 

環
境
改
善
補
助
を
平
成
23
年

度
１
件
、
平
成
27
年
度
１
件
。

 

町
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数

と
利
用
料
金
等
の
現
状
は

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数
は
６
ヵ

所
、
民
立
５
ヵ
所
、
公
立
１
ヵ
所
。

利
用
料
金
は
、
民
立
ク
ラ
ブ
が
月

額
１
万
２
千
円
か
ら
１
万
３
千
円
、

公
立
が
８
千
円
。

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
へ

の
支
援
施
策
は

 

公
立
、
利
用
料
の
減
額
。
ひ
と

り
親
家
庭
及
び
要
保
護
世
帯
は
月

額
か
ら
５
千
円
の
減
額
、
準
要
保

護
世
帯
は
、
２
千
円
の
減
額
を
実

施
。
民
立
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

に
対
し
学
童
保
育
料
を
減
免
の
場

合
、
減
免
金
額
を
補
助
。
基
準
額

は
利
用
児
童
一
人
、
月
額
利
用
料
の

２
分
の
１
以
内
、
５
千
円
内

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
公
的

施
設
を
利
用
希
望
の
相
談
、
問
い

合
わ
せ
状
況
は

 

２
ヵ
所
が
学
校
敷
地
内
の
専
用

室
を
希
望
。

 

学
校
、
公
的
施
設
等
を
利
用

し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
は

 

教
育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、

社
会
教
育
課
と
４
者
で
会
議
を
実

施
、
次
年
度
、
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
の

分
析
、
児
童
館
、
公
民
館
の
活
用

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
は

 

民
泊
新
法「
住
宅
宿
泊
事
業

法
」の
内
容
を
伺
う

 

従
来
の
旅
館
業
法
に
当
て
は
ま

ら
な
い
、「
既
存
の
住
宅
を
活
用
し

た
宿
泊
の
提
供
」の「
民
泊
営
業
」を

規
制
す
る「
自
治
体
に
よ
る
民
泊
禁

止
の
条
例
」「
営
業
日
数
の
上
限
」

「
住
宅
専
用
地
域
で
の
営
業
可
」と
い

う
大
き
な
検
討
課
題
も
あ
る
。

 

町
内
で
の
合
法
民
泊
施
設
数

と
違
法
民
泊
施
設
数
は

 

合
法
民
泊
施
設
数
や
違
法
民

泊
施
設
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
で

５
ヵ
所
の
宿
泊
施
設（
ホ
テ
ル
）建

設
予
定
、
違
法
民
泊
施
設
の
ホ
テ

ル
等
へ
の
影
響
の
見
解
は

 

騒
音
、
違
法
駐
車
等
の
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

 

騒
音
問
題
、
路
上
駐
車
等
、

ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
た
め
住
居
専
用

地
域
で
の
民
泊
営
業
禁
止
条
例
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
か

 

県
及
び
各
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

 

住
民
か
ら
の
民
泊
客
と
の
ト

ラ
ブ
ル
等
、
苦
情
、
申
告
件
数
は

 

現
在
確
認
の
苦
情
等
は
、
商

工
観
光
課
で
２
件
、
環
境
衛
生
課

で
２
件
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
町
長
選
挙
に
つ
い
て

•
北
谷
町
五
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問
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母乳育児受け入れ状況を伺うq
a

q
a 公立保育所、認可保育施設では、母乳育

児の実施はない

北谷漁港内に防犯、防災カメラを設置
する考えは
本町では、平成29年度防犯灯・防犯カメラ等緊急
整備事業に交付申請予定であり、交付決定後に
整備を行う予定

 みや ざと あゆみ

宮里　歩　議員
 き ゆ な ちょうけい

喜友名 朝啓　議員

子
育
て
支
援
を
問
う

 

妊
婦
健
康
診
査
は
母
子
手
帳

を
も
ら
っ
て
も
受
診
し
な
い
方
は

い
な
い
か

 

母
子
保
健
手
帳
交
付
後
に
未

受
診
の
方
は
い
な
い
。

 

母
乳
育
児
の
現
在
の
町
立
保

育
所
、
認
可
保
育
所
、
認
可
外
保

育
所
の
現
状
と
、
近
隣
市
町
村
の

受
け
入
れ
状
況
を
伺
う

 

町
の
公
立
保
育
所
、
認
可
保

育
施
設
で
は
、
母
乳
育
児
の
実
施

は
な
い
。
認
可
保
育
施
設
４
ヵ
所
、

小
規
模
保
育
施
設
４
ヵ
所
は
、
希

望
が
あ
れ
ば
対
応
可
能
。
認
可
外

保
育
施
設
で
は
３
ヵ
所
で
実
施
。
近

隣
の
沖
縄
市
、
北
中
城
村
の
公
立

保
育
所
で
実
施
事
例
が
あ
る
。

 

つ
ぼ
み
っ
こ
保
育
園
の
19
時
か

ら
22
時
ま
で
の
受
け
入
れ
利
用
実

績
が
な
い
が
、
利
用
周
知
方
法
と

ニ
ー
ズ
と
受
け
入
れ
体
制
を
伺
う

 

保
育
所
入
所
案
内
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
、
保
護
者
の
勤
務
時
間
に

応
じ
て
22
時
ま
で
の
延
長
保
育
を

実
施
予
定
と
記
載
し
周
知
。
在
園

児
ニ
ー
ズ
調
査
で
要
望
な
く
職
員

配
置
等
の
受
け
入
れ
体
制
は
な
い
。

入
所
申
込
受
付
時
に
夜
間
保
育
の

希
望
者
が
い
れ
ば
、
園
と
調
整
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
。

 

政
府
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
が
、

事
実
上
断
念
の
中
、
県
議
会
で
は

来
年
３
月
ま
で
に
引
き
続
き
ゼ
ロ

に
向
け
て
取
組
む
姿
勢
。
町
は
い

つ
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
考
え
か

 

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
応
可
能

な
保
育
定
員
数
の
確
保
を
図
っ
て
い

く
。 

育
休
中
は
待
機
児
童
数
の
カ

ウ
ン
ト
に
含
ま
れ
な
い
と
あ
る
が
、

定
義
に
つ
い
て
の
見
直
し
考
え
の

必
要
性
を
問
う

 

国
の
統
一
し
た
定
義
で
、
各
自

治
体
の
待
機
児
童
数
の
適
切
な
把

握
や
比
較
が
可
能
と
な
り
、
そ
の

必
要
性
は
高
い
。

 

子
ど
も
医
療
費
の
貸
付
制
度

の
実
施
状
況
は

 

平
成
29
年
３
月
現
在
の
貸
付

実
績
は
１
件
。

 

厚
労
省
は
子
ど
も
医
療
費
現

物
給
付
に
２
０
１
８
年
度
か
ら
未

就
学
児
ま
で
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

廃
止
す
る
方
針
決
定
。
町
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
共
に
無

料
化
実
施
中
だ
が
、
窓
口
無
料
化

を
高
校
卒
業
ま
で
の
拡
大
を
求
め

る
が
、
見
解
を
伺
う

 

現
在
、
高
校
卒
業
ま
で
に
拡
大

す
る
計
画
は
な
い
が
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
計
画
の
基
本
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
医
療
費
無
料
化
の

課
題
へ
の
対
策
を
重
点
的
に
実
施
し

て
い
く

 

国
は
今
年
度
の
新
規
事
業
①

「
入
園
予
約
制
」や
②「
サ
テ
ラ
イ
ト

型
小
規
模
事
業
」を
導
入
予
定
、
内

容
を
伺
う

 

①
は
０
歳
児
及
び
１
歳
児
の
受

入
れ
枠
を
予
め
空
け
て
、
育
休
明

け
の
入
園
予
約
を
可
能
と
す
る
②

は
小
規
模
保
育
事
業
所
と
の
接
続

を
積
極
的
に
実
施
し
、
３
歳
以
上

児
の
受
入
れ
を
重
点
的
に
行
な
う

認
可
保
育
所
に
対
し
て
、
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
を
問
う

 

県
内
の
市
町
村
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

関
す
る
取
組
み
が
活
発
化
。
本
町

の
現
在
相
談
し
た
い
人
が
ど
の
よ

う
な
状
況
か
、
相
談
窓
口
の
設
置

の
必
要
性
等
、
ど
う
考
え
て
い
る

か 

北
谷
町
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
を
反
映
し
た
施
策
内
容
で
人

権
擁
護
の
観
点
か
ら
性
の
多
様
性

に
関
す
る
普
及
・
啓
発
に
一
層
努
め

て
い
く
。
町
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
に
関

す
る
相
談
事
例
な
い
。
相
談
が
あ
れ

ば
相
談
窓
口
を
紹
介
す
る
。

西
海
岸
防
犯
防
災
事
業
を

問
う

 

砂
辺
区
、
砂
辺
馬
場
公
園
の

堤
防
か
ら
宮
城
区
、
港
公
園
ま
で
、

防
犯
、
防
災
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

ら
れ
な
い
か

 

平
成
29
年
度
に
内
閣
府
の
補

助
事
業
と
し
て「
防
犯
灯
・
防
犯
カ

メ
ラ
等
緊
急
整
備
事
業
」が
実
施
さ

れ
る
と
の
説
明
を
受
け
、
施
設
等
の

所
管
課
や
沖
縄
警
察
署
と
も
意
見

交
換
等
を
行
い
な
が
ら
設
置
場
所

を
検
討
し
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
防

災
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
台
風
時
の

高
潮
や
津
波
警
戒
時
に
お
い
て
有

益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
防
災
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
。

 

宮
城
区
、
港
の
沖
合
に
あ
る

西
防
波
堤
か
ら
、
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ

ル
に
橋
を
架
け
る
案
を
質
問
し
た

が
、
再
度
伺
う

 

建
設
コ
ス
ト
や
将
来
継
続
的
に

発
生
す
る
維
持
管
理
費
等
の
課
題

も
多
く
、
現
段
階
に
お
い
て
も
整
備

は
大
変
厳
し
い
。

 

宮
城
海
岸
で
は
、
各
団
体
で

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
を
開
催
し
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
集
客

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
考
え
は
な
い

か 

サ
ー
フ
ィ
ン
に
つ
い
て
も
、
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式

に
追
加
種
目
と
な
っ
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
、
海
浜
を
利
用
し
た

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
あ
ら

ゆ
る
側
面
か
ら
支
援
し
て
行
く
。

交
通
安
全
対
策
を
問
う

 

去
年
12
月
に
小
学
校
の
通
学

路
で
あ
る
町
道
砂
辺
浜
川
線
と
町

道
浜
川
千
原
４
号
線
の
交
差
点
に

お
い
て
人
身
事
故
が
発
生
し
た
事

に
つ
い
て
伺
う

 

当
該
場
所
で

朝
の
交
通
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

な
っ
て
い
る
議
員

か
ら
情
報
提
供
が

あ
り
事
故
に
つ
い

て
は
、
児
童
の
飛

び
出
し
が
原
因
で

あ
る
。

 

浜
川
小
学
校

の
登
下
校
時
の
通

学
路
に
お
け
る
速

度
制
限
標
識
の
設

置
は 

浜
川
小
学
校

付
近
は
、
公
安
委

員
会
が
通
学
路
の

信
号
機
を
歩
車
分
離
式
に
す
る
と

と
も
に
、
時
速
30
キ
ロ
の
速
度
制
限

標
識
を
設
置
し
た
。
町
は
車
両
の

運
転
手
へ
速
度
抑
止
を
促
す
た
め

に
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
等
の
路
面
標
示
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

公
民
館
建
設
を
問
う

 

宮
城
区
公
民
館
を
新
設
す
る

た
め
の
条
件
は

 

防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
補

助
金
等
規
則
に
よ
り
、
今
後
、
沖

縄
防
衛
局
を
と
お
し
て
改
築
事
業

等
の
補
助
金
制
度
等
の
調
査
研
究

を
行
な
っ
て
行
く
。
　

 

一
般
的
に
公
民
館
を
新
設
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
要
件
が

あ
る
の
か
伺
う
　

 

公
民
館
活
動
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
人
口
密
度
、
地
形
、
交

通
条
件
、
日
常
生
活
圏
、
社
会
教

育
関
係
団
体
の
活
動
状
況
等
を
勘

案
し
て
対
象
地
域
を
定
め
る
。
　

一
般
質
問

一
般
質
問

行政主催のサーフィン大会は？

建て替えが望まれる宮城区公民館
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インバウンド観光への対応は

ちゃたんブランド推奨認定ポスター

カメラで防犯対策

ふるさと納税の本町の取組みと
スケジュールは

今年度から返礼品送付を実施予定

沖縄県のモデル事業に那覇市等が手を
挙げているが本町は

機構改革に向けて調査研究を進める

 め どる ま はじめ

目取� 肇　議員
 たま な は ひで こ

玉那覇 淑子　議員

ふ
る
さ
と
納
税
を
問
う

 

本
町
の
取
組
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は 

12
月
定
例
会
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
代
行
業
務
受
託
者
を「
株
式
会

社
さ
と
ふ
る
」と
決
定
し
、
返
礼
品

を
選
定
中
。
今
年
度
か
ら
返
礼
品

送
付
を
実
施
予
定
。

 

北
谷
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
と
は

 

今
年
２
月
に「
北
谷
長
老
長
期

熟
成
古
酒
25
度
」「
沖
縄
北
谷
の
塩
」

「
サ
ン
ニ
ン
の
詩
」「
オ
キ
チ
ュ
ウ（
沖

忠
）オ
リ
ジ
ナ
ル
島
ぞ
う
り
」が
、

特
産
品
・
町
産
品
・
工
芸
品
と
し
て

認
定
登
録
さ
れ「
北
谷
の
産
業
ま
つ

り
」で
認
定
式
を
行
っ
た
。
本
町
の

特
産
品
、
町
産
品
、工
芸
品
の
ほ
か
、

自
然
・
観
光
景
勝
地
、
歴
史
文
化
・

民
俗
芸
能
等
、
地
域
資
源
や
地
域

の
魅
力
を
町
内
外
へ
発
信
し
、
観
光

振
興
に
寄
与
す
る
物
を
認
定
登
録

す
る
。

 

使
い
道
の
検
証
は

 

制
度
の
趣
旨
に
則
っ
た
導
入
方

法
を
検
討
。
使
い
道
は
、
北
谷
町

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
第
３
条

に
規
定
さ
れ
①
人
・
自
然
・
地
球
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
②
町
民
の
健
康
増
進
・
生
き
が
い

づ
く
り
に
関
す
る
事
業
③
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
関
す

る
事
業
④
歴
史
、
文
化
そ
の
他
の

地
域
資
源
の
保
存
及
び
活
用
に
関

す
る
事
業
⑤
町
の
活
性
化
に
関
す

る
事
業
⑥
そ
の
他
町
長
が
必
要
と

認
め
る
事
業
と
し
、
寄
付
者
自
ら

当
該
６
事
業
か
ら
選
択
可
能
。

本
町
の
観
光
産
業
は

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
取
組

み
は

 
観
光
協
会
主
体

に
台
湾
、
韓
国
で
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
。
沖
縄
県
、
沖
縄

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
連
携
し

進
行
中
。
ク
ル
ー
ズ

船
の
対
応
は
、
中
部

広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
と
連
携
し
、
寄
港
歓
迎
事
業

や
直
接
乗
船
し
船
内
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
本
町
の
情
報
発
信
・
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
お
も
て

な
し
の
向
上
と
利
便
性
を
高
め
て
い

き
た
い
。

 

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
日
本
政
府
観
光
局
Ｊ
Ｎ
Ｔ

と
連
携
は

 

本
町
は
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
認
定
の
外
国

人
観
光
案
内
所「
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
」を
有
し
、
月
毎
に
外
国
人
観

光
客
数
の
報
告
を
行
い
、
全
国
の
外

国
人
観
光
旅
客
の
受
入
対
策
情
報

も
得
て
い
る
。Ｊ
Ｎ
Ｔ
と
の
情
報
共

有
に
よ
り
、
本
町
の
誘
客
事
業
や

観
光
客
受
入
対
策
、
観
光
物
産
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
の
推
進
が
図

れ
る
。

 

商
工
会
・
民
間
事
業
者
等
と
の

情
報
交
換
・
連
携
を
含
む
取
組
み
は

 

美
浜
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の

デ
ポ
ア
イ
ラ
ン
ド
通
り
会
を
主
軸

に「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ク

シ
テ
ィ
ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
。
町
、
商
工
会
、
観
光
協
会

が
連
携
し
、
事
業
の
実
施
と
人
材

育
成
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る
演
出

と
環
境
整
備
を
行
っ
た
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
子
ど
も
の
貧
困
と
関
係
団
体

つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
を
伺
う

 

事
業
内
容
は

 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
提
供
を
目
的

に
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
相

談
・
支
援
を
行
う
事
業
。

 

沖
縄
県
の
モ
デ
ル
事
業
に
那
覇

市
等
が
手
を
挙
げ
て
い
る
が
本
町
は

 

現
在
の
子
育
て
世
代
に
関
わ
る

保
健
、
及
び
福
祉
の
相
談
体
制
の

評
価
を
実
施
し
、
機
構
改
革
に
向

け
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

 

妊
婦
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
発
信
と
支
援

機
関
の
体
制
の
構
築
は

 

妊
娠
届
出
の
機
会
に
面
談
を 健やかに育って欲しい子ども達

実
施
す
る
等
、
妊
婦
の
状
況
把
握

を
し
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
地
区

担
当
保
健
師
へ
情
報
提
供
。
要
支

援
妊
婦
に
は
、
地
区
担
当
保
健
師

に
よ
り
、
相
談
支
援
や
保
健
指
導

を
実
施
。
妊
娠
・
分
娩
・
育
児
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
目
的

に
、
両
親
学
級
を
開
催
時
に
、
妊

婦
へ
の
相
談
支
援
も
実
施
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
母

子
推
進
委
員
等
の
活
動
支

援
は

 

本
町
の
各
委
員
の
定
員
数
、

充
足
率
は

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
定
数
48

人
。
平
成
29
年
３
月
１
日
現
在
38

人
委
嘱
。
充
足
率
79
・
２
％
。
母
子

保
健
推
進
員
は
、
平
成
29
年
３
月

１
日
現
在
21
人
委
嘱
。

 

地
域
を
担
う
人
材
の
確
保
、

委
員
の
活
動
活
性
化
を
図
る
支
援

は

 

平
成
26
年
度
よ
り
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
福
祉
課
で
、
三
者
連
絡

会
を
毎
月
開
催
。
民
生
委
員
の
活

動
状
況
や
課
題
を
把
握
し
支
援
。

補
助
金
交
付
し
、
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

学
校
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

 

本
町
の
動
向
は

 

不
審
者
侵
入
対
策
と
し
て
、
各

小
中
学
校
に
学
校
用
務
員
を
配
置

し
、
校
内
巡
視
実
施
。
各
学
校
で
は
、

必
要
に
応
じ
た
校
門
の
開
閉
、
来
訪

者
の
受
付
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

危
機
回
避
能
力
育
成
の
た
め
に
避
難

訓
練
等
の
防
犯
教
育
を
実
施
。
登

下
校
時
の
安
全
確
保
は
、
所
轄
の
警

察
署
、
教
育
委
員
会
及
び
学
校
等
の

関
係
機
関
が
連
携
し
て
不
審
者
情

報
を
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
安

全
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
学
校
の

教
職
員
に
は
、
不
審
者
対
応
に
関
す

る
研
修
会
等
を
実
施
し
、
危
機
管

理
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
施

設
計
画
で
の
防
犯
対
策
は
、
教
職
員

の
居
場
所
か
ら
、
来
訪
者
確
認
が
で

き
る
職
員
室
や
事
務
室
等
の
配
置
を

行
い
、
不
審
者
侵
入
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

 

学
校
で
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設

置
は
、
本
町
で
も
必
要
と
考
え
る

が
検
討
は

 

不
審
者
侵
入
の
予
防
に
対
し

て
有
効
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
用

務
員
の
配
置
等
、
効
果
的
で
総
合

的
な
防
犯
対
策
を
行
っ
て
お
り
今

後
、
調
査
・
研
究
。

一
般
質
問

一
般
質
問

q
a

q
a

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
男
性
の
育
児
啓
発
父
子
手
帳

の
導
入
つ
い
て

•
旧
姓
の
通
称
使
用
に
つ
い
て
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q
a

q
a
日米地位協定のどこが問題だと考えるか

裁判権や環境保全の問題、跡地利用の問題など数
多くある

情報公開条例・文書取扱規定の改正の
内容に疑問

国の公文書管理法の規定にあわせた改正

 なか むら しげ かず

中村 重一　議員
 たか やす かつ なり

高安 克成　議員

町
長
の
施
政
方
針
と
平
成

29
年
度
予
算
に
つ
い
て

 

「
10
大
政
策
」の
ほ
と
ん
ど
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て

い
る
が
、
具
体
的
内
容
を
伺
う

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け
る

「
ち
ー
た
ん
塾
」の
開
設
を
は
じ
め
、

中
学
卒
業
ま
で
の
通
院
費
無
料
化
、

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
認
可
保

育
園
の
新
設
等
の
保
育
の
受
け
皿
の

拡
充
、
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

第
三
子
以
降
の
児
童
生
徒
の
学
校

給
食
費
の
全
額
補
助
、
各
種
予
防

接
種
の
一
部
公
費
負
担
や
無
料
化
、

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
導
入
な
ど
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
豊
か
に

暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
取
組
ん
で

き
た
。

 

「
ま
ち
づ
く
り

町
民
会
議
」等
を
設

置
し
、
各
種
施
策

を
実
現
さ
せ
て
い
く

と
し
て
い
る
が
、
組

織
、
体
制
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
方
針

の
も
と
に
設
置
さ

れ
る
か

 

第
五
次
北
谷

町
総
合
計
画
基
本

構
想
及
び
前
期
基

本
計
画
策
定
時
に

広
く
町
民
の
皆
様

か
ら
意
見
を
頂
く

た
め
に
設
置
。

 

日
米
地
位
協

定
の
抜
本
的
改
定

が
最
も
重
要
な
課

題
と
し
て
い
る
が
、
地
位
協
定
の

ど
こ
が
問
題
だ
と
考
え
る
か

 

今
な
お
米
軍
や
米
軍
関
係
者

に
対
し
、
基
地
の
運
用
や
事
件
・
事

故
の
際
に
日
本
国
の
法
令
の
適
用
を

除
外
す
る
特
権
的
地
位
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
騒
音
被
害
や

環
境
問
題
な
ど
、
様
々
な
事
件
・
事

故
の
根
本
的
な
原
因
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建

て
替
え
を
伺
う

 

建
設
か
ら
約
40
年
に
な
る
給

食
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
て
替
え
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に

完
成
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
か

 

平
成
28
年
度
の
繰
越
に
よ
り

基
本
計
画
の
一
部
再
検
証
を
含
む
基

本
設
計
を
実
施
す
る
予
定
。
そ
の

後
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
、
平

成
31
年
度
に
着
工
、
平
成
32
年
度

に
供
用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

 

建
て
替
え
に
よ
り
学
校
給
食

が
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
か
。

食
育
の
観
点
か
ら
も
伺
い
た
い

 

改
善
は
、
最
新
の
学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
き
、
フ
ル
ド

ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
衛
生
管

理
の
効
果
の
高
い
調
理
場
と
な
る
。

食
育
の
観
点
か
ら
は
、
食
器
の
改

善
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る

児
童
生
徒
に
対
し
、
対
応
し
た
給

食
を
提
供
で
き
る
特
別
調
理
室
を

整
備
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
過

程
を
見
学
で
き
る
研
修
・
会
議
室
を

設
け
、
町
内
の
子
ど
も
達
の
食
に
対

す
る
学
び
の
場
と
し
て
活
用
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

•
就
学
援
助
金
の
入
学
前
支
給

に
つ
い
て

•
町
役
場
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
待

遇
改
善
に
つ
い
て

情
報
公
開
条
例
を
問
う

 

改
正
後
、
年
限
超
の
文
書
の

廃
棄
前
提
は
、
重
要
文
書
の
誤
廃

棄
も
懸
念
さ
れ
る
が
秘
密
文
書
の

閲
覧
制
限
の
内
容
と
実
績
は

 

誤
廃
棄
は
、
主
管
課
の
点
検

で
防
止
、
永
年
保
存
と
は
別
問
題
。

「
内
容
の
秘
密
保
全
が
必
要
な
も

の
」を
所
管
課
長
が
指
定
。（
例
採

用
試
験
問
題
、
入
札
予
定
価
格
、

住
民
個
人
情
報
に
関
す
る
文
書

等
。）業
務
上
、
関
係
職
員
が
限
定

利
用
。
秘
密
文
書
の
、
情
報
公
開

請
求
は
、
情
報
公
開
条
例
第
７
条

の
規
定
で
可
否
を
判
断
。

 

破
棄
対
象
物
を
含
め
デ
ジ
タ

ル
保
存
の
検
討
は

 

保
存
期
間
や
媒
体
の
経
年
劣

化
に
よ
る
更
新
費
用
の
問
題
、
デ
ー

タ
の
維
持
更
新
に
係
る
作
業
量
の

面
か
ら
課
題
が
多
い
。

 

庁
議
の
傍
聴
や
議
事
録
個
人

情
報
を
伏
せ
全
公
開
と
音
声
デ
ー

タ
の
視
聴
も
技
術
上
問
題
な
い
と

思
う
が
実
施
の
考
え
は

 

庁
議
議
事
録
は
、
条
例
に
規

定
す
る
非
公
開
情
報
部
分
を
除
き

作
成
、
ほ
ぼ
全
文
情
報
公
開
。
音

声
デ
ー
タ
で
公
開
可
能
な
内
容
を

議
事
録
文
書
と
し
て
公
開
。
傍
聴

は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

 

請
求
後
、
２
ヵ
月
経
っ
て
公
開

さ
れ
、
現
用
文
書
と
し
て
開
示
さ

れ
な
い
文
書
が
あ
る
。
個
人
情
報

含
ま
ず
、
全
公
開
が
前
提
の
中
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う
か
。
担
当
の

み
の
責
任
か

 

請
求
内
容
で
、
相
互
確
認
が

不
充
分
な
た
め
、
請
求
文
書
と
公

開
文
書
に
差
異
が
生
じ
た
。
公
文

書
公
開
は
、
条
例
の
規
定
で
、
公

開
決
定
者
の
所
管
課
長
が
、
適
切

に
対
処
す
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
を
問
う

 

事
業
の
再
検
証
の
前
提
条
件

の
内
容
の
確
認
、
事
前
調
整
が
必

要
だ
と
思
う
が
見
解
は

 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
交
え
、
最

新
の
資
料
や
情
報
を
加
味
し
、
数

値
や
金
額
な
ど
を
検
証
し
、
最
終

結
果
前
に
適
宜
、
状
況
を
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
に
報
告
す
る
。

 

人
口
動
態
調
査
で
必
要
食
数

を
検
討
と
あ
っ
た
が
結
果
は

 

町
長
部
局
の
最
新
の
資
料
を

も
と
に
、
再
検
証
し
報
告
す
る
。

 

食
育
の
観
点
か
ら
、
見
学
路

や
、
食
器
も
再
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
見
解
は

 

見
学
路
は
基
本
計
画
の
策
定

を
基
本
設
計
に
反
映
、
食
器
は
特

に
低
学
年
の
児
童
の
負
担
や
安
全

面
等
に
も
配
慮
し
、Ｐ
Ｅ
Ｎ（
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー
ト
）を
選
定
。

 

防
災
用
米
の
保
管
量
、
費
用
、

消
費
期
限
、
購
入
サ
イ
ク
ル
等
は

 

防
災
用
米
類
は
、
２
，
７
０
０

食
分
保
管
。
約
56
万
円
で
消
費
期

限
製
造
日
か
ら
５
年
。
サ
イ
ク
ル
は

保
管
の
米
類
の
消
費
期
限
の
年
度

に
予
算
計
上
。

 

平
成
28
年
定
例
議
会
で
給
食

費
の
全
額
補
助
予
算
は
１
億
１
千

万
と
答
弁
。
実
現
可
能
性
は

 

１
億
円
超
の
給
食
費
の
全
額
補

助
は
、
財
政
部
局
と
協
議
の
必
要
、

調
査
研
究
し
た
い
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

•
非
正
規
雇
用
の
処
遇
問
題

•
待
機
児
童
・
保
育
問
題

•
要
支
援
者
避
難
計
画
に
つ
い
て

•
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
の
本
町
の
取
組
み

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
問
題

•
漁
業
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

子ども達の安心安全な給食のため給食センター建設事業予定地（ポリテクセンターグラウンド）

情報公開条例が変わったら

ちーたん塾で学ぶ喜びを
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新
年
度
も
始
ま
り
、
街
中
に
小

さ
な
体
で
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
う
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
を
見
か
け

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
か
わ

い
ら
し
い
笑
顔
や
元
気
な
声
が
聞
こ

え
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
北
谷
町
議
会
は
、
第
４
５
９
回
３

月
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
３
月
27

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
１

４
０
億
余
の
予
算
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
施
政

方
針
が
示
さ
れ
、
議
員
共
々
、
誰

も
が
住
み
よ
い
・
住
み
た
く
な
る
街

づ
く
り
へ
と
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
第
10
代
議
員

に
お
い
て
過
去
最
高
の
16
人
が
一
般

質
問
に
登
壇
し
、
北
谷
町
に
お
け
る

諸
問
題
の
解
決
や
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
提
言
等
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
と
し
て
編
集
に
関
わ

り
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
施
策

や
議
会
の
取
組
み
等
を
し
っ
か
り
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
興
味
を

持
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
改
め
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
、
そ
し
て
議
会
へ
の
傍
聴
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
　
高
安

　克
成

各
人
に
マ
イ
ク
を
つ
け
た
ら
ど
う
で
す
か
。

　
一
般
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
走
る
と
、

老
人
セ
ン
タ
ー
や
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
の
が
と
て

も
便
利
に
な
り
ま
す
。そ
れ
に
病
院
へ
行
く
の
も
大
変

助
か
り
ま
す
。と
て
も
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　
傍
聴
し
て
み
て
初
め
て
、公
民
館
の
テ
レ
ビ
で
の
中

継
よ
り
は
る
か
に
、議
員
と
行
政
と
の
や
り
取
り
の
状

況
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
定
例
議
会
は
年
に
何
回
あ
り
ま
す
か
。（
年
４
回
で

す
。）是
非
ま
た
傍
聴
し
た
い
で
す
ね
。個
人
で
は
行
き

に
く
い
の
で
、団
体
で
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

●
行
政
や
議
会
に
臨
む
こ
と
は

　
は
な
ず
み
会
＝
環
境
の
整
備
で
す
ね
。宇
地
原
区

は
樹
木
が
多
く
公
民
館
か
ら
ホ
ー
ス
井
戸（
ガ
ー
）の

間
は
ハ
ブ
が
よ
く
出
る
し
、最
近
、野
犬
や
不
審
者
も

い
て
大
変
で
す
。暗
い
所
に
は
街
灯
が
欲
し
い
で
す
。ご

み
の
不
法
投
棄
も
あ
り
ま
す
。区
長
に
看
板
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
方
か
ら
町
民
に
声
掛
け
す
る
の
は
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。。

●
議
会
広
報
へ
の
要
望
は

　
は
な
ず
み
会
＝
広
報
は
よ
く
読
み
ま
す
よ
。特
に

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、文
字
が
小
さ
い
の
は
読
み
づ

ら
い
で
す
ね
。

　
自
治
会
長
＝
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、好
評
で
し

た
。ま
た
企
画
し
た
い
で
す
。

　「
は
な
ず
み
会
」の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
他
行
政
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
議
会
傍
聴
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
議
会
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

　
自
治
会
長
＝
初
め
て
の
傍
聴
に
行
く
企
画
で
、呼

び
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
議
会
を
傍
聴
し
た
感
想
は

　
は
な
ず
み
会
＝
傍
聴
は
初
め
て
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
よ
。実
際
に
傍
聴
し
て
感
動
し
ま
し
た
。

　
真
剣
に
討
論
さ
れ
て
、議
会
広
報
で
読
む
議
事
録

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
が
普
段
は
何
を
し
て
い
る
の
か
疑

問
も
あ
り
ま
し
た
が
、傍
聴
し
て
議
員
の
皆
さ
ん
大

変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。ほ
ん
と
に
、多
く
の
こ
と
を

勉
強
し
て
臨
ん
で
い
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。傍
聴

し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。現
場（
議
場
）は

凄
い
と
思
い
ま
し
た
よ
。

（
皆
さ
ん「
同
じ
で
す
。」と
口
々
に
答
え
て
い
ま
し

た
。）

　
途
中
、聞
こ
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

平成29年度6月定例会議に傍聴へ行こう!!

本会議を行う議場では、手話通訳を
御利用になれます。
●手話通訳は、傍聴予定日の7日前までに
　議会事務局へお申込み下さい。
　詳細は北谷町ホームページ検索サイトで!!
　HPアドレス：http://www.chatan.jp/chogikai/

平成29年6月13日（火）開催予定

北谷町議会 検索

北谷町HP

北谷町議会

インターネットで町議会を知ろう!!
議会の日程についても
ホームページで
お知らせしております。

今
回
、宇
地
原
区
琉
舞
サ
ー
ク
ル「
は
な
ず
み
会
」の

皆
さ
ん
に
議
会
傍
聴
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

小渡光子、伊波清子、上間ヨシエ、仲村亨、
宮城常子、宮城フミ子、大城和子、渡嘉敷節子、
比嘉米子の皆さん（左から）

北
谷

町

87
2
0
1
7
年

3
月
定
例
会

N
o.

あ
な
た
も
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

読者からの

声

編

記

後

集

お意見・ご感想又は、お問い合わせ

議会事務局　　（098）936-3382　　　（098）936-9712

　
　
未
来
っ
子
!!

元
気
に
泳
げ

北
谷
町
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式


